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町民の動き
令和５年10月1日現在　（　）内は前月からの増減

人口 23,635人（＋22）［男 11,499人（＋9）　女 12,136人（＋13）］　世帯数 10,309世帯（＋16）

10月１日、北公園多目的広場にて、
町民運動会が開催されました。
10月１日、北公園多目的広場にて、
町民運動会が開催されました。

2023年度 町民運動会
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令
和
５
年
度
北
島
町
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
・
金
婚
を
祝
う
会
が
去
る
９
月

16
日
㈯
に
、
北
島
町
役
場
７
階
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
11
組
、
金
婚
18

組
の
皆
様
を
お
招
き
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
該
当
の
ご
夫
婦
へ
寿
ぐ
証

や
お
祝
い
の
記
念
品
を
贈
呈
し
、
町

長
の
挨
拶
の
後
、
招
待
者
を
代
表
し

て
増
谷
禎
通
様
よ
り
謝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
島
小
学
校
６
年
大
江
千

尋
さ
ん
か
ら
、
長
寿
啓
発
作
文
の
朗

読
が
あ
り
、
盛
大
の
う
ち
に
式
典
を

閉
じ
ま
し
た
。
式
典
後
に
は
、
記
念

撮
影
を
行
い
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

終
了
し
ま
し
た
。

  

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を

  

迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

金
磯　
　
甫　
由
美
子
様　
中　
村

増
谷　
禎
通　
良
子　
様　
江　
尻

濱
井　
好
文　
勝
子　
様　
鯛　
浜

阿
部　
俊
昭　
美
智
子
様　
江　
尻

岡
﨑　
秀
一　

子　
様　
中　
村

関　
　
憲
二　
千
枝
子
様　
中　
村

宮
川
昌
次
郎　
京
子　
様　
北　
村

上
岡　
吉
實　
久
子　
様　
新
喜
来

南　
　
　
博　
敏
子　
様　
中　
村

天
羽　
一
宏　

子　
様　
高　
房

   

金
婚
を
迎
え
ら
れ
た

  　
　
　
　
　
ご
夫
婦

岸　
　
弘
享　
恭
子　
様　
新
喜
来

板
東　
久
男　
久
美
子
様　
北　
村

重
本　
正
幸　
光
子　
様　
鯛　
浜

長
島　
正
美　
敏
子　
様　
高　
房

丸
岡　
久
雄　
眞
弓　
様　
太
郎
八
須

橘　
　
政
文　
富
久
美
様　
鯛　
浜

林　
　
良
弘　
香
代　
様　
中　
村

小
川
喜
三
郎　
惠
美
子
様　
中　
村

中
山　
光
男　
順
子　
様　
北　
村

奥
山　
俊
弘　
裕
美　
様　
鯛　
浜

　
な
お
、
氏

名
掲
載
に
つ

き
ま
し
て
は
、

申
請
時
に
ご

了
解
を
い
た

だ
い
た
ご

夫
婦
の
み
と

な
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
様

本
当
に
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
を
祝
う
会

挙
行
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
を
祝
う
会

挙
行

社
会
福
祉
課

電気保安点検のため
町内全域の計画断水を実施します

　日頃は北島町水道事業に格段のご理解、ご協力を賜り厚
くお礼申し上げます。
　この度、北島町浄水場におきまして、高圧受電設備の電
気保安点検等の作業を、下記日程にて実施することとなり
ました。
　つきましては、作業の際に四国電力からの電力供給を
一旦停止するため、作業時間中は、町内全域で断水
が発生します。
　町民の皆様には大変ご迷惑、ご不便をおかけいたします
が、作業が早期に終了するよう努めますので、何卒ご理解
とご協力を賜りますようよろしくお願い申しあげます。

記
断水実施日：11月15日㈬
断 水 時 間：午前１時～午前４時

　　　　　　　　　　（＊作業終了次第、復旧します。）

〈＊注〉断水に備え、水のくみ置きをお願いします。
〈＊注〉雨天時も作業を実施しますが、台風等により延期する

場合は11月14日㈫17時までに北島町ホームページで
お知らせします。

〈＊注〉断水終了後、通水時ににごり水が出る可能性がありま
す。ご使用前に今一度ご確認の上、にごり水がある場
合には蛇口より放流・洗浄してからご使用ください。

【問合せ先】：水道課（☎698－9810）

　本町と健康増進等に関する連携協定を
締結している明治安田生命保険相互会社
様より、「私の地元応援募金」として、
703,000円のご寄附をいただきました。
　９月26日、総合庁舎にて贈呈式が行
われ、阿波北営業所の讃野様より町長に
目録が贈られ、本町からは感謝状をお渡
ししました。
　いただきました寄附金は、町民の皆さ
まの健康増進、高齢者の健康対策、子育
て支援に活用させていただく予定です。
　温かなご支援に心より感謝いたします。

私の地元応援募金

明治安田生命保険相互会社

水道課からのお知らせ
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　令和６年４月から保育所への入所を希望する児童の入所申込を次のとおり受付いたします。
＊令和５年度の途中入所を希望しているが、入所が決定していない児童についても、改めて令和６年度

の申込が必要です。
＊令和６年１～３月の途中入所を希望している場合は、令和５年度途中入所の申込も別途必要ですので、

途中入所受付期間内に行ってください。
＊在園児の継続入所申込については、令和６年１月中に通園中の保育所にて行いますが、都合により転

園を希望する場合は、必ず下記の期間内に転園の申込をしてください。転園に内定した場合、内定を
辞退して元の保育所に戻ることはできません。

■受 付 期 間　12月１日㈮～12月15日㈮（必要書類を全てそろえた上で、期間内に申込をしてください。）
■受 付 場 所　子育て支援課（北島町保健相談センター内）              
■対 象 児 童　北島町に居住し住民登録され、平成30年４月２日以降に生まれた保育を必要とする児童
■必要書類配布　11月13日㈪より　子育て支援課にて配布、北島町ホームページへ掲載予定
■募 集 人 数

＊定員の都合上、入所調整をいたし
ますので、ご希望の保育所に入所・
転園できないことがあります。予
めご了承ください。

＊就労証明書等、必要書類をそろえ
るのに時間を要する場合があるの
で、申込をする場合はお早めに書
類を入手してください。

【お問合せ先】
子育て支援課　☎698−8909

保育所名 定員 募集人数（令和６年４月入所）
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

北島町立保育所 200人 20人 　3人 15人 　0人
みどり保育園（北島町分） 40人 4人 　6人 　1人 　1人 　0人 0人
しらゆり保育園 60人 5人 　7人 　0人 　1人 　1人
認定こども園めばえ 100人 9人 7人 2人 0人 0人
す み れ キ ッ ズ 70人 9人 5人 2人 0人 0人
とらまる保育園 27人 3人 3人 0人 ０人 0人
すみれの花保育園 150人 15人 14人 1人 ０人 0人 0人
森のとらまる保育園 30人 6人 0人 0人 ０人 0人
かがやき保育園（新設） 30人 6人 6人 6人 6人 1人

※令和５年９月調査時点の予定人数ですので、入所・退所により増減する場合があります。
　募集人数「０人」と記載のある園も希望園に含めてご申請いただくことは可能です。
※令和６年３月末にてのぞみ保育園は閉園し、同じ場所・建物で令和６年４月より（社福）和田島福祉会かがやき保育園が新設されます。

令和６年度保育所入所申込受付

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
児
童
館
へ
登

録
を
希
望
さ
れ
る
児
童
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
受
付
を
い
た
し
ま
す
。

現
在
の
登
録
児
童
も
新
た
に
申
請
が

必
要
で
す
。

 

申
請
書
配
布

　
12
月
11
日
㈪
～

　
各
児
童
館
に
て
配
布
又
は
北
島
町
社

会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

 

受
付
期
間
・
場
所

　
令
和
６
年
１
月
15
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　
～
１
月
26
日
㈮

〈
土
・
日
を
除
く
〉

　
対
象
児
童
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

受
付
時
間

　
10
時
～
18
時
30
分
〈
時
間
厳
守
〉

　
※
火
曜
日
の
み
13
時
～
18
時
30
分

 

対
象
児
童

　
北
島
町
に
居
住
す
る
小
学
１
年
生

か
ら
４
年
生
ま
で
又
は
障
が
い
の
あ

る
６
年
生
ま
で
の
留
守
家
庭
児
童

（
産
前
産
後
・
介
護
等
で
留
守
家
庭

に
な
る
方
も
対
象
。
詳
し
く
は
最
寄

り
の
児
童
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。）

令
和
５
年
度

児
童
館
登
録
児
童
の
申
込
み

令
和
６
年
度

児
童
館
登
録
児
童
の
申
込
み

対象児童館（北島小学校児童は地区割があります）
児童館名 定員 児童居住区域 電話番号

北島中央児童館 120名
【北島小学校区の児童】

698−8801県道39号線より西側、三ッ合
橋より東側に居住する児童

北島北児童館 120名 【北島北小学校区の児童】 698−1385
北島南児童館 120名 【北島南小学校区の児童】 698−5930

北島東児童館 50名
【北島小学校区の児童】

698−6185
県道39号線より東側に居住する児童

北島西児童館 50名
【北島小学校区の児童】

698−5918
三ッ合橋より西側に居住する児童

『
お
願
い
』

※
北
島
町
の
児
童
館
は
毎
年
登

録
児
童
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

安
全
ま
た
は
施
設
ス
ペ
ー
ス

の
関
係
上
、
登
録
申
請
人
数
が

定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
選

考
の
上
登
録
を
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
書
は
必
ず
保
護
者
が
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
書

類
は
お
早
め
に
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。
書
類
に
不
備
が
あ
っ

た
場
合
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
受
付
期
間
終
了
後
の
申
請
、
そ

の
他
詳
し
く
は
、
各
児
童
館

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。



まちみらい課

　みなさん　ご一緒に
『北島チューリップ公園』に球根を植え付けましょう

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
植
え
付
け
る
時
期
が
き
ま

し
た
。
毎
年
住
民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
「
お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
」
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　作
　業
　日

　
11
月
18
日
㈯
、
19
日
㈰
の
い
ず
れ
か
希
望
の
日

　※

植
え
付
け
希
望
日
を
申
込
み
時
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　※

そ
の
他
の
ご
希
望
日
が
あ
れ
ば
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　作
業
時
間

　
い
ず
れ
の
日
も
10
時
、
13
時
の
ど
ち
ら
か

　作
業
場
所

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園

　
（
北
島
中
央
公
園
・
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島
南
側
）

　
　※

お
車
で
お
越
し
の
際
は
、
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島

北
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　対
　象
　者

　
北
島
町
に
お
住
ま
い
の
方
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
方

が
代
表
を
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
な
ど

　申
込
み

　
ま
ち
み
ら
い
課
窓
口
ま
た
は
、
お
電
話
（
☎
６
９
８

－

９
８
０
６
）
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　申
込
〆
切

　
11
月
13
日
㈪
ま
で

　お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
と
は
？ 

　
特
定
の
区
画
を
み
な
さ
ん
に
お
任
せ
し
て
、
植
え
付

け
か
ら
除
草
、
最
後
の
球
根
掘
り
ま
で
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
参
加
は
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
な
ど

自
由
で
す
。

ペット同行避難訓練
　災害時の動物救護対策として、ペット同行避難訓練を行います。
　家族とペットが非常時に安全に避難できるよう、この機会にぜひご参加ください。
　
【日　　　時】　11月19日㈰　９時～

＊北島町防災訓練と同時に行います。防災無線等で訓練開始の合図がありますので、避
難行動をとってください。　

【場　　　所】　北島南小学校グラウンド　
【対象ペット】　・犬および猫　
【参 加 方 法】　・ペットは、必ず以下のどちらかの状態で連れてきてください。
　　　　　　　　　①持ち運び可能なケージやキャリーバッグに入れる。
　　　　　　　　　②丈夫なリードや鎖でつなぐ（はずれたり、壊れたりしない最低限の長さのもの）。
　　　　　　　　　　※猫は必ず①の状態で、犬も可能なものは①の状態にしてください。
　　　　　　　　　　※①②いずれの場合も、可能な限り首輪と迷子札または鑑札を装着してください。
　　　　　　　　　　※上記の管理が不十分なペットは、参加をお断りさせていただく場合があります。　
【持参していただくもの】　・ウンチ袋とスコップなど
　　　　　　　　　　　　　・（必要に応じて）水やエサ、食器、トイレシートなど
　
【訓練の流れ】　①ペット同行者用の受付にて、必要事項を記入してください。
　　　　　　　　②ペットを専用スペースへ連れて行き、動物を預けてください。
　　　　　　　　③自由に各体験コーナーなどを回っていただけます（ペットと一緒には回れません）。
　　　　　　　　④ペットをお間違えのないようご注意の上、一緒に連れてお帰りください。
　
【注 意 事 項】　・ペット専用スペースには、飼い主の方以外は立ち入りできません（ペットのお世話以外

での立ち入りはできません）。
　　　　　　　　・ケージ等からペットをそのまま出すことはできません。
　　　　　　　　・ペットの管理やフンなどの処分は、飼い主の方が責任を持って行ってください。　

お問合せ先：まちみらい課　☎698－9806

北島町防災訓練
　南海トラフ地震などの災害に備え、毎年校区を変えて防災訓練を行っております。今年度は北島小学校
区にて、防災訓練を次のとおり実施いたします。みなさまには大変ご迷惑をおかけいたしますが、訓練の
実施にご理解・ご協力をお願いいたします。

日時：11月19日㈰　９時
　11月19日㈰９時頃に「防災無線のサイレン放送」と「北島町
防災・情報メール」にて、訓練の開始をお知らせします。

会場：北島小学校
　徒歩または自転車でご参加ください。会場へ車での参加はご遠慮ください。
　小雨決行（中止の場合は、８時に防災無線と北島町防災・情報メールにてお知らせいたします。）

訓練内容
　◦避難訓練
　◦ペット同行避難
　◦自動解除鍵ボックス
　◦校舎屋上避難訓練
　◦貯水槽からの給水訓練
　◦地震体験車
　◦応急危険度判定体験
　◦応急救護体験

※ 天候等により訓練内容は変更・中止になる場合があります。
※ 車いす・要配慮者用駐車場を準備しております。当日受付や駐車場でお知らせください。

北島町防災・情報メールにご登録ください！
　防災無線の放送や緊急情報など、町からの大切なお知らせが、登録したメールアドレスに文字
配信されます。訓練開始のお知らせも配信しますので、この機会にご登録ください。

登録方法①　ＱＲコードを読み取り、サイトにアクセスし、空メールを送信する。

登録方法②　送信先メールアドレス《t-Kitajima@sg-p.jp》を直接入力して空メールを送信する。

※登録前に、「@sg-p.jp」ドメインからのメールを受信できるように、設定してください。

４年ぶりに

　　開催します！

　◦災害時のトイレについて学ぼう
　◦マンホールトイレ設置訓練
　◦災害現場における地上レーザー計測
　◦北島町防災・情報メール登録ブース
　◦UAV（ドローン）
　　　　　シュミレーションゲーム
　◦木造住宅耐震化無料相談会
　◦NHK防災クロスロード

　◦煙テントハウス体験
　◦水消火器訓練
　◦関東大震災防災パネル展示　　
　　資料提供：東京都復興記念館所蔵資料
　◦災害ボランティアセンター模擬体験
　◦消防・消防団車両展示・
　　　　　　子ども消防士写真撮影会
　◦ロープレスキュースキル体験

PC・スマホ

ガラケー
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12
月
１
日
、
全
国
で
住
生
活
総
合

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
住
生
活
の
安

定
・
向
上
に
係
る
総
合
的
な
施
策
を

推
進
す
る
上
で
必
要
な
調
査
で
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対　
　
象

　
10
月
に
実
施
さ
れ
た
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た

世
帯
の
中
か
ら
抽
出
さ
れ
た
世
帯

調
査
方
法

　
調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、

11
月
下
旬
か
ら
郵
送
に
よ
り
調
査

票
が
配
布
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ま

た
は
郵
送
に
よ
り
回
答

問
合
せ
先

　
令
和
５
年
住
生
活
総
合
調
査
事
務
局

　
電
話
番
号

　
　
０
１
２
０

－

１
６
９

－

０
３
７

　
　
（
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
設
置
期
間

　
　
11
月
21
日
㈫
～
12
月
28
日
㈭

　
受
付
期
間

　
　
火
曜
日
～
土
曜
日

　
　
※
日
曜
日
・
月
曜
日
除
く

　
　
10
時
～
18
時　

住
生
活
総
合
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い



まちみらい課

　みなさん　ご一緒に
『北島チューリップ公園』に球根を植え付けましょう

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
植
え
付
け
る
時
期
が
き
ま

し
た
。
毎
年
住
民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
「
お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
」
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　作
　業
　日

　
11
月
18
日
㈯
、
19
日
㈰
の
い
ず
れ
か
希
望
の
日

　※

植
え
付
け
希
望
日
を
申
込
み
時
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　※

そ
の
他
の
ご
希
望
日
が
あ
れ
ば
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　作
業
時
間

　
い
ず
れ
の
日
も
10
時
、
13
時
の
ど
ち
ら
か

　作
業
場
所

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園

　
（
北
島
中
央
公
園
・
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島
南
側
）

　
　※

お
車
で
お
越
し
の
際
は
、
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島

北
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　対
　象
　者

　
北
島
町
に
お
住
ま
い
の
方
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
方

が
代
表
を
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
な
ど

　申
込
み

　
ま
ち
み
ら
い
課
窓
口
ま
た
は
、
お
電
話
（
☎
６
９
８

－

９
８
０
６
）
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　申
込
〆
切

　
11
月
13
日
㈪
ま
で

　お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
と
は
？ 

　
特
定
の
区
画
を
み
な
さ
ん
に
お
任
せ
し
て
、
植
え
付

け
か
ら
除
草
、
最
後
の
球
根
掘
り
ま
で
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
参
加
は
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
な
ど

自
由
で
す
。

ペット同行避難訓練
　災害時の動物救護対策として、ペット同行避難訓練を行います。
　家族とペットが非常時に安全に避難できるよう、この機会にぜひご参加ください。
　
【日　　　時】　11月19日㈰　９時～

＊北島町防災訓練と同時に行います。防災無線等で訓練開始の合図がありますので、避
難行動をとってください。　

【場　　　所】　北島南小学校グラウンド　
【対象ペット】　・犬および猫　
【参 加 方 法】　・ペットは、必ず以下のどちらかの状態で連れてきてください。
　　　　　　　　　①持ち運び可能なケージやキャリーバッグに入れる。
　　　　　　　　　②丈夫なリードや鎖でつなぐ（はずれたり、壊れたりしない最低限の長さのもの）。
　　　　　　　　　　※猫は必ず①の状態で、犬も可能なものは①の状態にしてください。
　　　　　　　　　　※①②いずれの場合も、可能な限り首輪と迷子札または鑑札を装着してください。
　　　　　　　　　　※上記の管理が不十分なペットは、参加をお断りさせていただく場合があります。　
【持参していただくもの】　・ウンチ袋とスコップなど
　　　　　　　　　　　　　・（必要に応じて）水やエサ、食器、トイレシートなど
　
【訓練の流れ】　①ペット同行者用の受付にて、必要事項を記入してください。
　　　　　　　　②ペットを専用スペースへ連れて行き、動物を預けてください。
　　　　　　　　③自由に各体験コーナーなどを回っていただけます（ペットと一緒には回れません）。
　　　　　　　　④ペットをお間違えのないようご注意の上、一緒に連れてお帰りください。
　
【注 意 事 項】　・ペット専用スペースには、飼い主の方以外は立ち入りできません（ペットのお世話以外

での立ち入りはできません）。
　　　　　　　　・ケージ等からペットをそのまま出すことはできません。
　　　　　　　　・ペットの管理やフンなどの処分は、飼い主の方が責任を持って行ってください。　

お問合せ先：まちみらい課　☎698－9806
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　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達試験を行います。
　この試験は、「全国瞬時警報システム（Ｊアラート）」を用いた試験で、北島町以外の地域でも様々な手
段を用いて情報伝達試験が行われます。

（1）　試験実施日時　　11 月 15日㈬　11時 00分ごろ
（2）　試験で行う音声放送・文字配信試験（※内容は変更される場合があります）
　　①防災行政無線（屋外スピーカー・戸別受信機）、　②北島町総合庁舎館内放送
　　　【音声放送内容】
　　　　（上りチャイム音）⇒「これは、Ｊアラートのテストです。」×３回⇒
　　　　「こちらは、ぼうさいきたじまちょうです。」⇒（下りチャイム音）
　　③北島町防災・情報メール、④文字表示機能付き戸別受信機
　　　【文字配信内容】
　　　　件名：国民保護情報
　　　　本文：これは、Ｊアラートのテストです。（※④には本文のみが配信されます）

防災行政無線などを用いた情報伝達試験の実施

【お問合せ先】　危機情報管理課　　☎698－9807

　
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方

は
、
１
年
に
１
回
、
浄
化
槽
の
水
質

に
関
す
る
検
査
（
法
定
検
査
）
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
浄
化
槽
法

に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
業
者
の
方
に

お
願
い
し
て
い
る
浄
化
槽
の
保
守
点

検
・
清
掃
と
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に
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回
受

け
な
け
れ
ば
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け
ま
せ
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。
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の
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事
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検
査
機
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で
あ
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、（
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島
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環
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技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
対
象
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設
に
は
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・
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の
で
、

ご
協
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を
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い
し
ま
す
。
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４
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６
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２
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４
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６
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　自転車の交通事故による被害を軽減するため、高齢者及び高校生世代を対象に、自転車用ヘルメット（新品）の
購入費用を次のとおり補助いたします。

北島町自転車ヘルメット着用促進事業

対象となる
購入期間 ８月４日から令和６年３月29日までに購入されたヘルメットが対象です

対象年齢
以下のいずれかに該当する方
●65歳以上の高齢者の方（昭和34年４月１日より前に生まれた方）
●16 ～ 18歳の高校生世代の方（平成17年４月２日から平成20年４月１日までに生まれた方）

対象者の
条件

次のすべてに該当する方
（１）北島町内に住所を有し、住民基本台帳に記載されている方
（２）過去に自転車ヘルメット購入経費に対する補助金を受けていない方
（３）ヘルメット使用者の世帯に町税等の滞納がないこと
（４）北島町暴力団排除条例第２条に規定する暴力団員、暴力団、暴力団と密接な関係を有してい

る者のいずれにも該当しない方
（５）ヘルメット購入後に発生した交通事故について、徳島県及び北島町が一切の責任を負わない

ことについて了承する方
（６）申請内容に虚偽があったことが判明した場合は、北島町に対して補助金を返還することを了

承する方

対象となる
ヘルメット

次のすべてに該当するヘルメット
（１）自転車乗車時の頭部保護を目的として製造されたもの
（２）以下のいずれかの安全基準による認証等を受けた新品のもの
　　・SGマーク（一般財団法人製品安全協会）
　　・JCFマーク（公益財団法人日本自転車競技連盟）
　　・CEマーク（欧州連合の欧州委員会）
　　・GSマーク（ドイツ製品安全法）
　　・CPSCマーク（米国消費者製品安全委員会）
　　・上記に類する認証等を受けたマークが付され、町長が認めたもの

補助金額 対象費用の２分の１（100円未満切り捨て）
※上限3,000円　　※１人につき１個かつ１回限り

受付期間
11月１日㈬から令和６年３月29日㈮まで　※土日祝・年末年始を除く
　（受付時間：８時30分から17時15分まで）
※予算の上限に達した時点で、受付期間内であっても受付を終了します。
※書類に不備があると受付できませんので、余裕をもってご申請ください。

提出書類

（１）補助金交付申請書兼請求書（様式第１号）
（２）誓約書兼同意書（様式第２号）※様式第１号の裏面
（３）ヘルメットの購入費用の領収書の写し
（４）安全基準の認証が確認できる書類の写し
　　（保証書・取扱説明書・安全基準マークが確認できるヘルメットの写真のいずれか）

（５）申請者の本人確認書類の写し（運転免許証等、官公署発行のもの）
　　 ※健康保険証等の顔写真のないものや、学生証等の場合は２種類必要です）
※様式は、危機情報管理課の窓口または町ホームページにて配布しております。

申請先・
お問合せ先 北島町役場２階　危機情報管理課（☎698−9807）

9：00～15：00

⎧
⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎩ ⎧

⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎩



　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達試験を行います。
　この試験は、「全国瞬時警報システム（Ｊアラート）」を用いた試験で、北島町以外の地域でも様々な手
段を用いて情報伝達試験が行われます。

（1）　試験実施日時　　11 月 15日㈬　11時 00分ごろ
（2）　試験で行う音声放送・文字配信試験（※内容は変更される場合があります）
　　①防災行政無線（屋外スピーカー・戸別受信機）、　②北島町総合庁舎館内放送
　　　【音声放送内容】
　　　　（上りチャイム音）⇒「これは、Ｊアラートのテストです。」×３回⇒
　　　　「こちらは、ぼうさいきたじまちょうです。」⇒（下りチャイム音）
　　③北島町防災・情報メール、④文字表示機能付き戸別受信機
　　　【文字配信内容】
　　　　件名：国民保護情報
　　　　本文：これは、Ｊアラートのテストです。（※④には本文のみが配信されます）

防災行政無線などを用いた情報伝達試験の実施

【お問合せ先】　危機情報管理課　　☎698－9807
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北島町浄化槽設置整備事業補助金をご活用ください
　単独処理浄化槽等はし尿のみを処理するため、
台所やお風呂等からの生活雑排水はそのまま河
川に流れてしまいます。
　一方、合併処理浄化槽は、家庭から出る全ての
排水を浄化するため、家の周りの身近な水から川
や海の水環境を守ることができます。
　北島町では、補助制度を充実させ、単独処理浄
化槽等から合併処理浄化槽への転換促進に取り
組んでいます。是非ご活用ください。

◇受付期間　12月28日㈭まで　　ただし、予算がなくなり次第受付は終了します。

注）補助金交付申請書は工事着手前に提出してください。
　　浄化槽工事、既設槽撤去、宅内配管の着手後に申請をしても、補助の対象にはなりません。

注）補助対象外となる区域について
　　下記区域は補助対象地域から除かれます。
　　　・グリーンタウン地域　　・公共下水道事業認可区域

補 助 種 別 人　槽 補助限度額（円）
新　設 ５～ 10人槽 90,000     

転　換
①　設　　置

５人槽 332,000     
７人槽 414,000     
10人槽 548,000     

②　宅内配管 300,000     
③　撤　　去 120,000     

例）転換（５人槽）と宅内配管工事・撤去を行う場合
　　①＋②＋③の合計で最大752,000円の補助を受けられます!!!

詳細については下水道課へお問合せください。
☎698−9818 　FAX698−2175



認知症と人生会議（ACP）についての講演会
「認知症の母が命懸けで教えてくれたこと」

　加齢とともに心身の機能が低下し、「健康」と「要介護」の中間の状態にあることを「フレイル（虚
弱）」といいます。フレイルは運動機能の低下や、閉じこもり、認知機能の低下などの要因が重なって
引き起こされます。フレイルを予防するためには、運動・栄養・社会参加の３つを意識して、日頃の生
活を見直していくことが大切です。
　この機会に、ご自身の体力を確認し、フレイル予防に一緒に取り組んでみませんか？皆さま、どうぞ
お誘い合わせのうえ、お申込みください。

日　程：11月24日㈮
時　間：右記の時間から選びご予約ください。
　　　　各時間の定員は15名（先着順）
場　所：北島町役場　７階大ホール
内　容：体力測定（筋力・柔軟性など）
　　　　InBody（体成分分析装置）を使用した部位別筋肉量等の測定
　　　　理学療法士による結果説明、運動指導
対　象：北島町民の方
　　　　　※持病で運動制限のある方は主治医と相談のもとご参加ください。

　申込み　　お電話もしくはＱＲコードから　
　北島町地域包括支援センター　☎698－8951
　11月１日㈬より応募開始　※11月17日㈮までにお申込みください。

　お申込みの際に　①名前 ②生年月日 ③住所 ④連絡先 ⑤ご希望の時間帯をお伝えください。

③　13：15
④　14：30

体 力 測 定 会

参加
無料①　　９：00

②　10：30

在宅医療・介護連携推進事業　第９回一般公開講座

認知症と人生会議（ACP）についての講演会
「認知症の母が命懸けで教えてくれたこと」
映画を撮影した 信友直子監督 講演会

人が生きて老いてゆく先には、
必ず死と別れがあります。
でも人生の最終章は悲しいだけではありません。
お互いを思いやり、かわす笑顔もありました。
今回もまた、誰もが自分の事として
感じてもらえる物語になったと思います。

12月３日㈰
12:30～13:00　受付
13:00～14:45　映画上映
14:45～15:00　休憩
15:00～16:00　講演会

お問合せ・お申込みは
北島町地域包括支援センター　☎698－8951

北島町立図書館・創世ホール
３Ｆ　多目的ホール
　　　　　　　板野郡北島町新喜来字南古田91

定員300名
要申込

※11月30日締切

〔主催〕板野郡医師会　〔共催〕松茂町　北島町　藍住町　板野町　上板町　

82023. 11　町報　きたじま　
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北島町文化協会芸能大会北島町文化協会芸能大会
令和５年度令和５年度

№ 種　目 出　演　演　目 クラブ 出演者

1 詩 吟 絶句 欽水流 生越由美子

2 詩 吟 不識庵機山を撃つの図に
題す 欽水流 田村　英雄

3 フラダンス パーリーシェル
クウ・プア・サクラ

フラ　ハーラウ　
プアラニピカケ

フラ　ハーラウ
プアラニピカケ

4 体 操 ダンス　ベーヤ
ベルター　タイミング

北島ヘルシーフレッ
シュアップ体操

北島ヘルシーフレッ
シュアップ体操

5 社交ダンス ラテン＆スタンダード 北島町ダン
ス愛好会

北島町ダン
ス愛好会

6 ハーモニカ 証誠寺の狸ばやし　山のロザリア
好きになった人

サンライフハー
モニカクラブ

サンライフハー
モニカクラブ

7 オカリナ 月の砂漠　岬めぐり
かあさんの歌

北島オカリ
ナ同好会

北島オカリ
ナ同好会

8 フラダンス カノホナ・ピリカイ
ブルーハワイ

フラ　ハーラウ　
プアケニケニ

フラ　ハーラウ　
プアケニケニ

9 詩 吟 辞世 欽水流 髙畠　功次

10 詩 吟 和歌　　ふるさとの 欽水流 芝原　正敏

11 新 舞 踊 冬の酒 あやの会 あやの会
３名

12 日本舞踊 雪国恋人形 菊丸会 渡　　芳子

13 新 舞 踊 はなびらの雪 あやの会 美吉　勝美

14 日本舞踊 鶴麗の舞 菊丸会 渡　　博充

15 大 正 琴 浜千鳥　道頓堀行進曲
浪曲一代

北島もくせ
いクラブ

北島もくせ
いクラブ

№ 種　目 出　演　演　目 クラブ 出演者

16 三 味 線 鶴亀 稀聲会・
二期生

稀聲会・
二期生

17 ベ リ ー
ダ ン ス レイラ＆アラビアン オ レ ン ジ・

ガーネット
オレンジ・
ガーネット

18 新 舞 踊 南国土佐を後にして すみれ会 仁田邦美子

19 日本舞踊 花の兄 翔の会 川野　昌子

20 詩 吟 汪倫に贈る 鶯風流 蟻田　洋子

21 詩 吟 春日山懐古 鶯風流 阿部　君子

22 新 舞 踊 黒髪 すみれ会 椎野シマ子

23 民謡三味線 祖谷甚句　出雲木遣り歌
郡上節　よさこい鳴子踊り 桜の会 桜の会

24 日本舞踊 芽吹柳 翔の会 望月　幸子

25 日本舞踊 舞妓 翔の会 梅野ふさ子

26 新 舞 踊 春夏秋冬屋形船 すみれ会 臼木　順子

27 詩 吟 土御門上皇御製に拙詩を
添える 鶯風流 松原　伸夫

28 詩 吟 後夜仏法僧鳥を聞く 鶯風流 田中　　公

29 詩 吟 獄中の作 鶯風流 木虎　　貢

30 童 謡 この広い野原いっぱい
星の界　あざみの歌 北島バラード 北島バラード

31 バ レ エ バレエコンサート Emyクラシック
バレエエコル

Emyクラシック
バレエエコル

32 バ レ エ バレエコンサート Emyプレバレエ
カルチャークラス

Emyプレバレエ
カルチャークラス

多数のご来場をお待ちしております。
※当日、都合によりプログラムが変更される場合があります。

日時：11月12日㈰　10時20分開会
場所：北島町立図書館・創世ホール

午前の部　10時20分〜 午後の部　13時30分〜
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

世
界
的
に
流
行
し
、
や
む
な
く
事
業

が
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
よ
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
研
修
先

を
変
更
し
、
４
年
ぶ
り
に
事
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
24
日
夜
、

期
待
と
不
安
を
胸

に
羽
田
空
港
よ
り

約
10
時
間
の
フ
ラ

イ
ト
を
経
て
シ
ド

ニ
ー
空
港
へ
到
着

し
ま
し
た
。
到
着

後
早
速
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
・
ミ
セ
ス

マ
ッ
コ
ー
リ
ー
ズ

ポ
イ
ン
ト
・
セ
ン

ト
メ
ア
リ
ー
大
聖

堂
な
ど
を
観
光
し
、

生
徒
た
ち
と
一
緒

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
来
た
こ
と
を

十
分
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
交
流
先

の
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン

テ
ン
ズ
シ
ュ
タ
イ

ナ
ー
ス
ク
ー
ル
へ

到
着
し
、
生
徒
た

ち
は
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
対
面
し
、
歓
声
が
上
が
り

温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
３
日
目
、
マ
ー
テ
ィ
ン
校
長
先
生

の
歓
迎
を
受
け
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
儀
式
な
ど

に
つ
い
て
、
丁
寧
に
ご
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
午
前
中
キ
ャ
メ
ロ
ン
先
生
に

よ
る
英
語
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
生
徒

た
ち
は
日
増
し
に
親
し
み
を
持
っ
て

レ
ッ
ス
ン
が
で
き
て
い
る
と
共
に
、

成
長
し
て
い
る
な
ぁ
と
感
じ
取
れ
ま

し
た
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
先
生
の
最
終
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
生
徒
た
ち
が
用
意
し

て
い
た
〝
サ
ン
キ
ュ
ー
レ
タ
ー
〟
に

よ
り
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。
先

生
は
と
て
も
感
激
さ
れ
て
お
り
、
感

動
の
場
面
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
も
修
了
証
を

ご
用
意
し
て
お
ら
れ
、
生
徒
た
ち
も

笑
顔
で
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
ス
ク
ー
ル
の
子
ど

も
た
ち
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ガ
ー

ガ
ー
ボ
ー
ル
・
ボ
ッ
チ
ャ
）
を
真
剣

勝
負
で
行
い
ま
し
た
。
文
化
相
互
交

流
で
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ク
を
楽

し
み
、
日
本
か
ら
は
折
り
紙
・
こ

ま
・
阿
波
踊
り
を
行
い
、
日
本
の
文

化
を
十
分
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
の
距
離
は
す
ぐ
縮
ま

り
楽
し
く
交
流
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
休
憩
時
間
中
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
は
、
日
豪
対
戦
と
な
り
大

き
な
声
で
名
前
を
呼
び
合
う
な
ど
非

常
に
盛
り
上
が
っ
た
国
際
試
合
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
が
最
初
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

研
修
と
な
り
、
10
日
間
の
国
際
交
流

研
修
を
終
え
て
、
16
名
の
生
徒
た
ち

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
か
け
が
え

の
な
い
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
経
験
を
学
び
に
活
か
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
回
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
と
関
係

者
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
私
自
身
も

と
て
も
い
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
国

際
交
流
研
修
事
業
に
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
故
坂
井
徳
子
様
の
ご
遺
志

を
受
け
継
ぎ
、
本
事
業
が
継
続
し
、

ま
す
ま
す
国
際
交
流
が
深
ま
る
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
報

告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北
島
中
学
校
３
年

井　
原　
美　
咲

　
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
、
と
て
も
優
し
く
て
、
英
語

が
わ
か
ら
な
い
時
で
も
わ
か
る
よ
う

に
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
れ
る
な
ど
親

切
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
中
は
私
た
ち
が
多
く
の
英
語

や
習
慣
に
な
れ
る
よ
う
に
毎
日
ど
こ

か
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
平
日
に
は
買
い
物
や
ブ
ッ

シ
ュ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
休
日
に

は
シ
ド
ニ
ー
の
中
心
地
に
行
き
観
光

し
た
り
、
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
ズ
国

立
公
園
に
行
っ
た
り
、
日
本
で
は
体

験
で
き
な
い
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
体

験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
連
絡
を
取
り
合
っ
て
交
流
を
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
で
は
、
学
生
の

方
と
話
し
た
り
一
緒
に
ラ
ン
チ
を
し

た
り
し
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

学
校
の
先
生
も
楽
し
く
授
業
を
し
て

く
れ
て
長
期
留
学
を
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

北
島
中
学
校
３
年

亀　
井　
奏　
雅  

　
僕
は
こ
の
国
際
交
流
事
業
に
参
加

し
て
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
僕
は
人
生
で

初
め
て
の
海
外
だ
っ
た
の
で
ち
ゃ
ん

と
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
英
語

で
話
せ
る
か
な
と
い
う
不
安
が
初
め

は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
が
聞
き
取
り
や
す

い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
、
簡
単
な
英
語

で
話
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
徐
々
に

聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
英
語
力
も

少
し
は
上
が
り
、
英
語
で
話
す
面
白

さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を

活
か
し
英
語
能
力
を
上
げ
将
来
の
幅

を
広
げ
た
い
で
す
。

北
島
中
学
校
２
年

木　
村　
帆
乃
美

　
私
は
こ
の
研
修
で
勇
気
を
持
っ
て

話
し
か
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
は
最
初
緊
張
し
て
あ
ま
り

話
せ
な
か
っ
た
け
ど
、
家
に
あ
っ
た

ト
ト
ロ
の
人
形
を
き
っ
か
け
に
仲
良

く
な
れ
て
、
最
終
日
ま
で
毎
日
充
実

し
て
い
ま
し
た
。
休
み
の
日
に
は
動

物
園
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

に
も
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き

て
毎
日
楽
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、

も
っ
と
英
語
が
話
せ
た
ら
た
く
さ
ん

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト

　
団
長　
藤　
髙　
繁　
利

国際交流研修事業国際交流研修事業

シドニー到着
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会
話
が
で
き
る
の
に
、
と
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
英
語
を

勉
強
し
て
、
も
う
一
度
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
き
た
い
で
す
。

北
島
中
学
校
２
年

小　
林　
ゆ　
き

　
私
は
今
回
の
国
際
交
流
研
修
に
参

加
し
て
貴
重
な
体
験
を
沢
山
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
初
め
の
頃
は
英
語
の
聞
き
取
り
が

難
し
か
っ
た
り
、
緊
張
で
あ
ま
り
会

話
が
で
き
ず
困
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
け
れ
ど
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
優
し
く
沢
山
話
し
か
け
て
く
れ
た

り
、
一
緒
に
色
ん
な
こ
と
を
し
て
く

れ
た
り
し
て
、
最
後
の
方
に
は
お
互

い
素
で
居
れ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
皆
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
日

本
語
で
話
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り

沢
山
話
し
て
く
れ
て
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
こ
の
10
日
間
は
と
て

も
新
鮮
で
充
実
し
て
い
て
本
当
に

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

　
こ
の
貴
重
な
体
験
を
忘
れ
ず
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

北
島
中
学
校
２
年

小　
堀　
直　
樹

　
僕
は
今
回
の
国
際
交
流
研
修
に
参

加
し
て
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
は
日
本

の
文
化
と
全
く
違
い
、
初
め
は
馴
染

め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
や
バ
デ
ィ
が
優
し
く
接
し
て

く
れ
た
お
か
げ
で
、
と
て
も
楽
し
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
英
語
を
使
っ
て
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
学
校
に
い
る
生
徒
た

ち
と
上
手
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
出
来
ず
、
ま
だ
ま
だ

英
語
の
勉
強
が
足
り
な
い
と
実
感
し

た
の
で
、
今
回
の
体
験
を
活
か
し
、

英
語
を
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。

北
島
中
学
校
２
年

西　
條　
り　
さ

　
生
ま
れ
て
初
め
て
の
飛
行
機
に
搭

乗
し
て
か
ら
の
10
日
間
は
異
世
界
に

迷
い
込
ん
だ
よ
う
で
し
た
。
ま
ず
シ

ド
ニ
ー
に
到
着
し
た
ら
冬
で
驚
き
ま

し
た
。
平
日
は
現
地
の
小
学
校
に
通

い
英
語
で
授
業
を
受
け
、
ブ
ッ
シ
ュ

ウ
ォ
ー
ク
と
い
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
で
は
10

才
と
６
才
の
兄
妹
が
い
て
折
り
紙
を

教
え
た
り
日
本
に
つ
い
て
話
し
た
り

し
ま
し
た
。
も
っ
と
上
手
く
英
語
が

話
せ
た
ら
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
た
の
に

な
と
会
話
す
る
度
に
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
を
終
え
て
今
後
英
語
を

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま

し
た
。

北
島
中
学
校
３
年

里　
見　
実　
優

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
研
修
前
は
、

自
分
の
英
語
力
で
会
話
が
成
立
す
る

の
か
と
て
も
不
安
で
し
た
。
し
か
し

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
過
ご
し
て
い
る

う
ち
に
、
不
安
が
小
さ
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
初
め
は
、
な
れ
て
い
な

い
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英
語
の
発
音
で
戸

惑
う
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
。
そ
ん

な
時
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
ゆ
っ

く
り
話
し
て
く
れ
た
り
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
使
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
優
し
さ

も
あ
り
、
少
し
ず
つ
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
会
話
が
上
手
に

で
き
た
と
き
は
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　
今
回
の
研
修
で
自
分
の
英
語
力
が

低
い
こ
と
が
残
念
で
し
た
。
も
っ
と

英
語
を
勉
強
し
て
会
話
の
内
容
を
増

や
せ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
で
す
。

北
島
中
学
校
３
年

庄　
司　
紗　
英

　
海
外
研
修
で
は
、
旅
行
で
は
味
わ

え
な
い
現
地
の
人
と
の
触
れ
合
い
や

生
活
を
体
験
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
現
地
の
学

生
の
方
と
お
話
し
す
る
時
、
表
現
の

仕
方
が
分
か
ら
ず
伝
わ
ら
な
い
事
も

あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
理
解
し
よ
う

と
話
を
聞
い
て
く
れ
て
、
会
話
が
弾

ん
だ
時
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

海
外
研
修
は
10
日
間
と
い
う
少
な
い

期
間
で
し
た
が
、
私
は
確
実
に
成
長

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
研
修
中
に
感

じ
た
「
も
っ
と
英
語
が
話
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
大

切
に
英
語
の
勉
強
に
励
み
た
い
で
す
。

北
島
中
学
校
３
年

鈴　
木　
翔　
真

　
僕
は
今
回
の
国
際
交
流
に
参
加
し

て
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文

化
の
違
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
特
に
一
番
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
家
の
中
を
土
足
で
生
活
す

る
こ
と
で
し
た
。
最
終
日
ま
で
靴
を

は
い
て
生
活
す
る
こ
と
に
慣
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
学
校
で
は
、
は
じ
め
は

身
振
り
手
振
り
で
向
こ
う
の
生
徒
さ

ん
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と

会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
た
く

さ
ん
の
友
達
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
研
修
で
、
ま
た
海
外

に
行
っ
て
み
た
い
と
思
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
人
生
の

中
で
も
と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

マーティン校長によるオリエンテーション

キャメロン先生の英語レッスン
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鳴
門
教
育
大
学
附
属
中
学
校
２
年

蔦　
野　
倖　
成

　
今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
で
、

僕
は
目
標
に
し
て
い
た
「
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
友

達
を
作
る
」
と
い
う
こ
と
を
達
成
し

て
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
買
い
物
や

散
歩
に
行
っ
た
り
、
学
校
の
子
た
ち

と
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
関
わ
っ
た
り
す

る
こ
と
で
会
話
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
て
、
話
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や

楽
し
さ
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
英
語
を
も
っ
と
勉
強
し
て

い
ろ
ん
な
人
と
会
話
を
楽
し
め
る
よ

う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

ど
ん
ど
ん
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

北
島
中
学
校
３
年

都　
築　
愛　
生

　
今
回
の
国
際
交
流
研
修
で
、
私
は

た
く
さ
ん
の
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
現
地
の
学
校
で
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
族
で
あ

る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
文
化
や
歴
史
に
つ

い
て
学
ん
だ
り
、
実
際
に
ア
ボ
リ
ジ

ニ
の
文
化
を
体
験
し
た
り
し
た
こ
と

が
、
特
に
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
お

互
い
が
理
解
し
合
っ
て
生
活
し
て
い

る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
私
も
自
分

と
は
異
な
っ
た
文
化
や
考
え
方
を
持

つ
人
の
こ
と
を
受
け
止
め
、
尊
重
す

る
意
識
を
持
て
る
人
に
な
り
た
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

北
島
中
学
校
３
年

中　
村　
文　
哉

　
今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
研
修

で
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
ラ
グ
ビ
ー
の
観

戦
を
し
た
り
、
動
物
園
や
世
界
遺
産

の
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
に
行
っ
た
り

し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

誕
生
日
を
一
緒
に
祝
え
た
こ
と
も
い

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
の
一
週
間
で
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
体
験
を
生
か
し
、

今
度
は
、
日
本
に
訪
れ
た
外
国
の
人

た
ち
に
日
本
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
。

北
島
中
学
校
２
年

平　
山　
知　
樹

　
今
回
の
国
際
交
流
研
修
会
に
参
加

し
て
、
多
く
の
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
ず
驚
い
た
こ
と
は
、

自
分
の
英
語
を
伝
え
よ
う
と
す
る
と
、

「
え
？
」
と
い
う
顔
を
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
簡
単
な

単
語
を
つ
な
げ
て
話
す
と
、
や
っ
と

理
解
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。
他
に

も
、
10
日
間
で
た
く
さ
ん
の
貴
重
な

経
験
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
生
か

し
、
将
来
英
語
圏
の
国
に
行
っ
た
時

に
は
現
地
の
人
が
戸
惑
わ
な
い
よ
う

な
ち
ゃ
ん
と
通
じ
る
英
語
力
を
つ
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
島
中
学
校
３
年

福　
野　
眞　
子

　
私
は
、
今
回
の
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
て
と
て
も
貴
重
な
体
験
が
で

き
ま
し
た
。

　
私
が
一
番
心
に
残
っ
た
の
が
、
現

地
の
学
生
さ
ん
と
の
文
化
交
流
で
す
。

と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
言

葉
の
壁
を
と
て
も
大
き
く
感
じ
た
時

で
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
コ
マ
担

当
で
し
た
が
、
な
か
な
か
上
手
く
説

明
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
マ

は
、
思
い
の
ほ
か
、
回
す
の
に
コ
ツ

が
必
要
で
し
た
。
私
の
説
明
を
熱
心

に
聞
い
て
く
だ
さ
る
の
で
す
が
、
な

か
な
か
英
語
が
出
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
て
も
悔
し
か
っ
た
で
す
。
で

も
、
な
ん
と
か
工
夫
し
て
説
明
し
て
、

少
し
で
す
が
、
コ
マ
が
回
っ
た
時
は

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

北
島
中
学
校
２
年

正　
井　
利　
奈

　
私
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
国

際
交
流
研
修
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
日
本
と
の
文
化
の
違
い
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
は
と
て
も

フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
日
本
と
は
違
い
、

恥
ず
か
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
少
な

い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
お
か

げ
で
学
校
で
は
す
ぐ
に
友
達
が
で
き
、

街
で
す
れ
違
っ
た
人
と
は
気
軽
に
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
で
英
語
力
の
向
上
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
等
、
国

際
的
な
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
貴
重
な
経
験

を
活
か
し
、
自
分
の
将
来
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
島
中
学
校
３
年

村　
田　
　
　
遥

　
僕
は
国
際
交
流
研
修
に
参
加
し
て
、

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
最
初
は
思
う
よ
う
に
会
話
が
上
手

く
で
き
ず
、
不
安
で
し
た
が
、
段
々

と
会
話
を
増
や
し
た
り
し
て
、
楽
し

い
日
常
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
現
地
の
学
校
で
は
、
英
語

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
深
く

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

多
く
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
に

繋
が
る
自
然
で
、
何
度
も
心
を
揺
さ

ぶ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
は
外
国
人
の
方
が
日
本
を
訪
れ

た
際
に
、
僕
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

親
切
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
、

色
々
な
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

みんなで阿波踊り♪

研修お疲れ様でした！
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　北島町では、飼い主のいない猫の繁殖を抑制し、周囲に対する危害又は迷
惑を未然に防止するとともに、良好な生活環境の確保、猫の適正飼養の普及
啓発や動物の愛護に係る精神の醸成を促進するため、猫の不妊・去勢手術を
実施する方に対し、その手術費用の一部を補助する事業を実施しています。
　本事業の継続的な実施のため、この度ふるさと納税型クラ
ウドファンディングによるご支援を募集させていただきます。
ご支援のほどよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　お問合せ　総務課　☎698−9801

クラウドファンディングにご支援をお願いしますクラウドファンディングにご支援をお願いします

　９月14日、北島町役場７階大ホールにて「まちのコラボステーションIN北島　オープニングセレモニー」
を開催いたしました。（グラフィックレコーディング〔下の図〕をご覧ください。）
　地域住民さん、ボランティア活動に興味のある方、企業の方、民生委員さんなど130名以上の方にご参
加いただき、第一部の基調講演では、神山まるごと高専の佐野淳也先生から「幸せとこれからのまちづくり、
つながりあう地域」について、第二部では「まちのコラボステーション」の仕組みについて紹介しました。
　人と人、商店・企業と地域、人とモノをつなぎ、誰もが役割を持って参加できる登録制プラットフォー
ムが【まちのコラボステーション きたじま（まちコラ）】です。

暮らしの中心にあるのは「人」と「人」の出会い
～私たちと一緒により良いまちをつくっていきましょう～
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（
順
不
同
）

北
島
北
小
学
校　
４
年　
矢
田　
恭
梧

　
　
　
　
　
　
　
４
年　
池
添　
虹
太

　
　
　
　
　
　
　
５
年　
田
村　
　
陸

　
　
　
　
　
　
　
６
年　
小
林　
夕
夏

北
島
小
学
校　
　
５
年　
澤
野　
櫻
子

　
　
　
　
　
　
　
５
年　
立
川
慎
之
助

　
　
　
　
　
　
　
４
年　
平
田　
瑚
子

北
島
南
小
学
校　
６
年　
原
田　
芽
愛

　
　
　
　
　
　
　
６
年　
池
田　
浩
也

　
　
　
　
　
　
　
６
年　
坂
本　
柚
月

北島南小学校　６年　濱
はま

岡
おか

　美
み

里
り

北島小学校　６年　賀
か

好
こう

　姫
ひめ

菜
な

北
島
南
小
学
校　
６
年　

玉た
ま
井い

こ
と
み

北
島
小
学
校　
６
年　

神か
ん
れ
い例
晃こ
う
太た

朗ろ
う

小
学
校
の
部

北
島
北
小
学
校　
４
年　

松ま
つ

田だ　
結ゆ

月づ
き

第25回北島町ボランティアふれあいまつり・じどうかんまつり
３児童館同時開催！「まつりだ！わっしょい！あそんじゃ王国」

日　時：11月11日㈯　＜午前の部＞10：15～12：15（受付10：00～）
　　　　　　　　　　　＜午後の部＞13：30～15：30（受付13：15～）
場　所：北島中央児童館・北島北児童館・北島南児童館
参加費：１回の参加につき100円
先　着：中央児童館（午前の部/午後の部　各100名）
　　　　北・南児童館（午前の部/午後の部　各80名）
内　容：＜やってみよう＞巨大めいろ・制作・あそびコーナー
　　　　　　　　　　　　チャレンジコーナー
　　　　＜なりきりキッズ＞いろいろなお仕事を体験してみよう！
　　　　＜イベント＞楽しいイベントがやってくるよ。お楽しみに！
※未就学児の参加は保護者同伴になります。

　　主催：社会福祉法人北島町社会福祉協議会・北島町児童館・北島町児童館保護者会
　　後援：北島町ボランティア連絡協議会・北島町商工会・北島いきいき俱楽部

３つの児童館どこに行
ってもOK！

　いっぱい遊んで

　　　「あそんじゃ王
」になろう！

北島町の５つの

児童館が大集結！！

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　町
審
査
会
結
果

北
島
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

北
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
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令
和
５
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
町

内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
か
ら
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。
小
学

生
か
ら
41
点
、中
学
生
か
ら
１
１
２
点
の
応
募
が
あ
り
、審
査
員
（
各

学
校
の
担
当
の
先
生
、
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
）

に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
の
作
品
が
優
秀
作
品
と
し

て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
特
選
作
品
に
つ
い
て
は
二
次
審
査
と
し
て
県
審
査
に
提
出

い
た
し
ま
す
。

北
島
中
学
校　
２
年　

岡お
か
田だ　
櫂か
い
里り

北
島
中
学
校　
３
年　

三み

き木　
梨り
ん
楓か

北
島
中
学
校　
１
年　

吉き

ら

み

の

り

良
美
乃
里

中
学
校
の
部

（
順
不
同
）

北
島
中
学
校

　
１
年　
河
野　
彩
葉

　
３
年　
豊
久　
魁
士

　
３
年　
中
山　
颯
司

　
３
年　
天
羽　
優
斗

　
３
年　
藤
澤　
一
翔

　
３
年　
藤
川　
　
凛

　
３
年　
高
田　
磨
桜

　
１
年　
楠
本　
杏
子

　
１
年　
板
東
賢
太
郎

　
２
年　
松
尾　
　
颯

北
島
中
学
校　
３
年　

那な

さ佐　
佳よ
し

亮あ
き

北
島
中
学
校　
３
年　

河か
わ
野の　
未み

南な
み

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
令
和
５
年
度
は
地
域
防
災
組
織
育
成
事
業
と
し
て
、
本
町
の
自
主

防
災
組
織
「
川
久
保
団
地
１
・
２
班
自
主
防
災
会
」
が
助
成
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
助
成
金
に
よ
り
、
川
久
保
北
緑
地
公
園
に
防
災
倉
庫
・
ヘ

ル
メ
ッ
ト
・
簡
易
ト
イ
レ
・
救
助
工
具
・
救
護
担
架
な
ど
の
防
災
備

品
が
整
備
さ
れ
、
災
害
発
生
時
に
住
民
の
迅
速
な
避
難
と
的
確
な
救

助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
北
島
町
で
は
、
自
主
防
災
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
特

色
の
あ
る
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
も
助

成
事
業
を
活
用
す
る
な

ど
、
地
域
の
防
災
・
減
災

活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

令
和
５
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
実
施
報
告

危
機
情
報
管
理
課



　私たちは今１日中、新しい情報にあふれた世界で生きています。「自分らしさ」や、「自分
は何をしたいのか」をゆっくりと考えるよりも、目の前のやることに追われ、いつも忙しく
暮らしています。少し立ち止まって、あなたの今を見つめ直してみませんか。あなたにしか
ない『開かれた未来』を思い浮かべてみてください。
　さて、突然ですがあなたの得意なことはなんですか。「そういえば走るのは速い」とか、
「絵を描くのは上手だ」とか、「算数（他の教科でも）が得意」とか、「友だちが困っている
時に声をかける」とか、「掃除がていねいにできる」など。人それぞれにその人らしい得意
なことがあり、その人らしい『誇れる力』を持っています。
　ところで、夜はなぜ寝た方がいいのか考えたことがありますか。実は夜は、新しい情報を
覚えるのに一番悪い時間帯です。身体も脳も休息モードに入っていて、エネルギーを節約し
ているため、集中力が落ち、反射神経も鈍っていて、素早く判断する力も下がっています。
つまり、夜は寝た方が、身体に優しいのです。
　夜にスマホやタブレットを使うことで、信じられないくらいの「ドーパミン」（脳内伝達
物質の一つ）が放出され、「夢中になりなさい」と簡単に情報を提供します。「楽しいこと
は、すべてスマホやタブレットの中にある」と信じているあなた。寝る時は、思い切って別
の部屋に置いておくことで、身体本来のリズムが戻り、リラックスして良い眠りにつけると
いうデータもあります。
　また、人の脳は、理解できないことや嫌なものがあると、回避するためにとりあえず意味
づけをしたり、何とか分かろうと焦ります。しかし人は、「なにもできそうにないと思って
も、なにかをしていれば何とかなる」、もっと言えば「何もしなくても持ちこたえていれば
何とかなる」と、宙ぶらりんの状況を抱えて『耐え抜く力』を持っています。手軽に解決し
なくても、底知れない知恵が働き、人はいつか解決につなげることができるのです。
　「こころを整える」とは、あなた自身の誇れる力を信じ、自分に対する優しさが何かを考
え、解決しない悩みや不安を持ちこたえつつ、未来の自分に希望を持つことだと考えます。
　あなたのことを気遣い、優しく見守っている人が、あなたの近くに必ずいます。「こころ
を整える」ことで、あなたは、「ひとりではない」ことに気づける余裕が生まれ、今を生き
抜くパワーが湧いてくることを信じています。　　

参考資料
　A．ハンセン（久山葉子訳）　脱スマホ脳かんたんマニュアル　新潮文庫　2023
　伊藤美奈子　不登校の理解と支援のためのハンドブック　ミネルヴァ書房　2022
　帚木蓬生　ネガティブ・ケイパビリティ　答えの出ない事態に耐える力　朝日新聞出版　2017

『こころを整える』~10代のみなさんへ~　
北島中学校　北島北・北島・北島南小学校
　　　　スクールカウンセラー　髙嶋　知子

こころの健康

今、文字を見るのも読むのもつらいかもしれません。でも縁あってこの掲載に
目をとめたあなたの心が少しでも軽くなりますように。

健康保険課　

～こころの声をきかせてください～
　今年度初めて実施された「親子で考える　北島町検診啓発標語コンクール」において多数の応募をいただき、
ありがとうございました。
　受賞作品については、来年度の検診受診券や啓発ポスター、リーフレット等でも掲載させていただきます！

「早めの検診　未来の安心」
　　　北島南小学校　５年　明学　晃平さん

「がん検診　自分を守る　はじめの一歩」
　　　北島北小学校　５年　糸谷　太陽さん

「検診は　健康のための　第一歩」
　　　北島小学校　　６年　岡　　紗寧さん

「検診で　守ろう　体と　家族の笑顔」
　　　北島小学校　　６年　神例晃太郎さん

はやくいこう　よかった！しかない　がん検診
大切な命のために　LET’S　GO　がん検診
自分や家族　皆のための　がん検診
検診にGO　行けば分かるさ　わたしの未来
検診で　あなたと家族の　幸せ守る
検診が　輝く未来　つなげるよ
検診で体を守る早目にね
いまからも　まだまだ間に合う　がん検診
検診は　自分のカラダを　知る一歩
受診して　気持ち安心　がん検診　明るい未来を叶えよう
Let’s検診！　明るい未来を守るため
健康診断　受けないことが　1番こわい
検診は　未来の自分への　プレゼント

　今後も、ご家族一緒に「健康」「検診受診」「がんという病気」について考えていただければと思います。ホー
ムページ上では、結果発表と生活習慣病についてまとめたものを掲示しています。是非ご家族でご覧ください。

　

日
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11
　

月　
11
　

日　
㈯　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
予
定
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場
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株
式
会
社
よ
ん
や
く
内
ホ
ー
ル
（
北
島
町
鯛
浜
字
中
須
４
番
地
２
）

　

共
催　　
北
島
町
／
株
式
会
社
よ
ん
や
く

　

プ
ロ
グ
ラ
ム

【
第
一
部
】
講
演
　
13
時
45
分
〜
14
時
15
分

　
　
　
　
　
　
吉
野
川
病
院 

病
院
長
　
永
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信
治
　
氏

　
　
　
　
　
　
「
認
知
症
治
療
の
最
前
線
」

【
第
二
部
】
鼎
談
　
14
時
25
分
〜
15
時
25
分

　
　
　
　
　
　
ご
本
人
　
島
田 

豊
彰
氏
　
　
ご
家
族
　
島
田 

和
美
　
氏

          

　
　  

徳
島
県
若
年
性
認
知
症
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
大
下 

直
樹
　
氏

　
　
　
　
　
　
「
認
知
症
と
共
に
生
き
る
」

問
合
せ
・
申
込
先
　
北
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
９
８

－

８
９
５
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
FAX
６
９
７

－

０
５
１
７

　
　
　
　※

11
月
17
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
お
薬
相
談
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
お
薬
の
こ
と
な
ら
何
で
も
相
談
で
き
ま
す
。
ま
た
、

健
康
見
え
る
化
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
脳
の
健
康
年
齢
や
、
体
成
分
分
析
装
置
で
体

を
構
成
す
る
基
本
成
分
を
定
量
的
に
分
析
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
介
護
食
の
展
示
、

試
食
も
で
き
ま
す
。

＊
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
都
合
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
新
情

報
は
お
問
合
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度 

北
島
町
認
知
症
総
合
支
援
事
業
一
般
講
演
会

認
知
症
と
共
に
生
き
るWeb申込

最優秀賞

優秀賞

参加賞

親子で考える
きたじま町 検診啓発標語コンクール

選考結果発表！！

☆本事業は、明治安田生命様のご寄附により実施いたしました。
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　私たちは今１日中、新しい情報にあふれた世界で生きています。「自分らしさ」や、「自分
は何をしたいのか」をゆっくりと考えるよりも、目の前のやることに追われ、いつも忙しく
暮らしています。少し立ち止まって、あなたの今を見つめ直してみませんか。あなたにしか
ない『開かれた未来』を思い浮かべてみてください。
　さて、突然ですがあなたの得意なことはなんですか。「そういえば走るのは速い」とか、
「絵を描くのは上手だ」とか、「算数（他の教科でも）が得意」とか、「友だちが困っている
時に声をかける」とか、「掃除がていねいにできる」など。人それぞれにその人らしい得意
なことがあり、その人らしい『誇れる力』を持っています。
　ところで、夜はなぜ寝た方がいいのか考えたことがありますか。実は夜は、新しい情報を
覚えるのに一番悪い時間帯です。身体も脳も休息モードに入っていて、エネルギーを節約し
ているため、集中力が落ち、反射神経も鈍っていて、素早く判断する力も下がっています。
つまり、夜は寝た方が、身体に優しいのです。
　夜にスマホやタブレットを使うことで、信じられないくらいの「ドーパミン」（脳内伝達
物質の一つ）が放出され、「夢中になりなさい」と簡単に情報を提供します。「楽しいこと
は、すべてスマホやタブレットの中にある」と信じているあなた。寝る時は、思い切って別
の部屋に置いておくことで、身体本来のリズムが戻り、リラックスして良い眠りにつけると
いうデータもあります。
　また、人の脳は、理解できないことや嫌なものがあると、回避するためにとりあえず意味
づけをしたり、何とか分かろうと焦ります。しかし人は、「なにもできそうにないと思って
も、なにかをしていれば何とかなる」、もっと言えば「何もしなくても持ちこたえていれば
何とかなる」と、宙ぶらりんの状況を抱えて『耐え抜く力』を持っています。手軽に解決し
なくても、底知れない知恵が働き、人はいつか解決につなげることができるのです。
　「こころを整える」とは、あなた自身の誇れる力を信じ、自分に対する優しさが何かを考
え、解決しない悩みや不安を持ちこたえつつ、未来の自分に希望を持つことだと考えます。
　あなたのことを気遣い、優しく見守っている人が、あなたの近くに必ずいます。「こころ
を整える」ことで、あなたは、「ひとりではない」ことに気づける余裕が生まれ、今を生き
抜くパワーが湧いてくることを信じています。　　

参考資料
　A．ハンセン（久山葉子訳）　脱スマホ脳かんたんマニュアル　新潮文庫　2023
　伊藤美奈子　不登校の理解と支援のためのハンドブック　ミネルヴァ書房　2022
　帚木蓬生　ネガティブ・ケイパビリティ　答えの出ない事態に耐える力　朝日新聞出版　2017

『こころを整える』~10代のみなさんへ~　
北島中学校　北島北・北島・北島南小学校
　　　　スクールカウンセラー　髙嶋　知子

こころの健康

今、文字を見るのも読むのもつらいかもしれません。でも縁あってこの掲載に
目をとめたあなたの心が少しでも軽くなりますように。

健康保険課　

～こころの声をきかせてください～
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11月14日は世界糖尿病デーです

　世界糖尿病デーの11月14日は、インス
リンを発見したカナダのバンティング博士
の誕生日です。インスリンの発見は、糖尿
病治療の画期的な発見となりました。この
機会にご自分やご家族、大切な人とともに、
糖尿病について考え、予防にむけた一歩を
踏み出してみませんか？

　ヒトの体は日常生活を送るとき、運
動するときに、脳や筋肉で糖を燃やし
てエネルギーに変え、余った糖は脂肪
に蓄積されます。そのときに必要にな
るホルモンとしてインスリンがあり、
血液中の血糖値をコントロールしてい
ます。血糖コントロールが乱れ、高血

糖状態になると、血管が傷ついてしまいます。 このインスリンですが、
60歳くらいから分泌量が減ります。人生100年時代と言われている今、
自分のインスリンを守る食べ方を身につけたいですね。

世界糖尿病デーとは？ インスリンって？

放置せず、相談しよう！
〈北島町に住民票がある方〉健診結果個別相談
「今食べよるんはこれでいいんかな？」「こんなに食事
改善してるのに結果が変わらない…」など疑問があると
思います。健康保険課には管理栄養士がいますので、気
軽にお問合せくだ
さい。
(☎698－9805)

11月
８㈬
24㈮

12月
13㈬
22㈮

１月
10㈬
26㈮

２月
14㈬
29㈭

３月
13㈬
22㈮

脂肪細胞

インスリン

筋肉
肝臓

　インスリンが少なくなったり、効きが悪くなると食事
の摂り方を変える必要があります。しかし、減らしすぎ
も禁物！欠食をすることで、血糖値が上がりやすくなっ
てしまいます。カラダに合った食事回数とエネルギー量
が血糖コントロールの要です。今の食事が合ってるのか、
合っていないかは、血液検査で見ることができます。ヤ
ング健診や特定健診の結果
など一緒に見ながら、食事
の振り返りを一緒にしてみ
ませんか？

血糖値をコントロールする
食べ方って？

特定健診受診までの４ステップ♪

健康保険課　６９８－９８０５北島町国保にご加入の40～74歳の方へ

令和５年度の特定健診について
【特定健診でわかる！こんなこと！】

  ・体重・
お腹周りの
大きさ

血圧測定 血液検査

尿検査 心電図
検査

心臓が規則的に
動いているか調べます

血糖値・HbA1ｃ・貧血
中性脂肪・コレステロール
肝臓・腎臓・尿酸

尿蛋白・尿糖
尿潜血

○対 象 者
昭和23年10月１日～昭和59年３月31日生
の北島町国保にご加入の方

○受診期間
　令和５年７月～ 令和６年１月末日
　※昭和23年10月１日～昭和24年１月31日

生の方はお誕生日の前日まで
○受診できる医療機関等は、受診券の同封物で
ご確認ください。

○令和５年４月２日以降に北島町国保に加入さ
れた方や受診券を紛失された方は、健康保険
課までご連絡ください。

①受診券の封を開ける
②医療機関を決める
③予約する（予約不要な医療機関もございます）
④受診する ↑このような封筒で６月下旬にお送りしています

健康の秋がやってきました！今年の特定健診はお済みですか？

182023. 11　町報　きたじま　
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在
宅
当
番
医
割
出
表

　11月３日（金・祝） 藍住町 こやま小児科内科クリニック 637−3211
　11月５日㈰ 藍住町 こうのINRクリニック 693−1103
　11月12日㈰ 藍住町 杉みね整形クリニック 693−1021
　11月19日㈰ 藍住町 増田クリニック 693−3020
　11月23日（木・祝） 藍住町 小松泌尿器科 692−1277
　11月26日㈰ 板野町 新野医院 672−0571

急に在宅当番医が変わること
があります。
もし、病院に連絡がつかない
場合は、板野東部消防本部

（☎698−9119）にご連絡く
ださい。

　対象の方には、４月に青色の「受診券」にてご案
内させていただいています。健康管理のために、定
期的な検診受診をおすすめします。詳細は青色の
「受診券」をご確認ください。北島町では、集団検
診の他、個別検診も実施しております。
　下記の検診は、個別検診で受
けることのできる検診です。

今年のがん検診はお済みですか？

詳しくは青色の受診券を
　　　　ご確認ください→ 50歳以上

内視鏡検査

胃がん検診

40歳以上の女性
マンモグラフィ－

乳がん検診
20歳以上の女性
細胞診

子宮頸がん検診

40歳以上
バリウム検査

胃がん検診
40歳以上
便潜血

大腸がん検診

50歳以上の男性
血液検査

前立腺がん検診
40～74歳
血液検査

肝炎ウイルス検査

40歳以上の女性
レントゲン検査

骨粗鬆症検診

※過去に肝炎ウイルス検
査を受けたことの無い
方（B・C型肝炎と診断
された方は対象外）

がん検診の
　受診券（青）

【胃がん検診（胃内視鏡による検査）】
　　　　　　　　　　　　11月末日まで

実施機関：県内委託医療機関
対象の方：「受診券」の各検診の欄に◯印が示され
　　　　　ています。
※検査をご希望の方は、健康保険課までご連絡くだ
さい。問診票等をお送りいたします。（期限が間
近ですので、お早めにお願いいたします。）

【子宮頸がん・乳がん検診】
　　　　　　　　令和６年３月末日まで

実施機関：県内委託医療機関
対象の方：「受診券」の各検診の部分にお名前を記
　　　　　載しています。
※「受診券」記載の医療機関以外でも受診できる場
合がありますので、町報５月号または北島町ホー
ムページをご確認ください。また、「問診票設置
箇所」欄が空白となっている医療機関で受ける場
合は、事前に健康保険課までご連絡ください。問
診票をお渡しします。

【胃がん（バリウムによる検査）・
　大腸がん・前立腺がん・肝炎・
　骨粗鬆症検診】　
　　　　　　　　　　　　　　11月末日まで

実施機関：町内委託医療機関
対象の方：「受診券」の各検診の欄に◯印が示され
　　　　　ています。
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子育て支援課　☎698−8909子育て支援課　☎698−8909

　子育て世代包括支援センター「にこふわ」では、安心して妊娠・出産・育児ができるように、保健師・管理
栄養士・保育士・助産師が個別の育児相談（随時対応）や教室等を行っています。（新型コロナウイルスの感
染状況等により、中止となる場合がございます。ご了承ください。）
※「にこふわ」（愛称の意味・愛称に込めた思い：悩みを相談できたら、にこにこ笑顔でふわっと気持ちが明るくなるように）

～ 11月の教室・相談 ～　※要予約
 

◎お母さんのお話タイム･･･家庭や地域での妊産婦等の孤立感解消を図ることを目的に、保健相談センターの和室
を開放しています。　※♡の日は、保育士の「親子遊び」、★の日は、作業療法士のママのセルフケア（体操）
を実施しています♪（定員あり）

◎助産師による母乳相談･･･母乳相談以外にも、赤ちゃんを迎える準備物やお風呂の入れ方など不安に思っている
ことにお答えします。（個別対応）

◎楽育（抱っこ）教室　･･･助産師が、抱っこの仕方や寝かしつけた赤ちゃんを起こさずベッドに寝かせる方法、
赤ちゃんのからだ・発達に大切なことについて、お話しします。（定員あり）

◎ことばの発達応援教室････保育士と言語聴覚士が、ことばの発達を促す方法についてお話しします♪（定員あり）

事　業　名 対　　　象 時　　間 11月

お母さんのお話タイム 妊婦さんと１歳半までのお子さんをもつ保
護者 13時30分～ 15時 10日㈮★

28日㈫♡

助産師による母乳相談 妊婦さんと子育て中の保護者
①13時～ 14時
②14時～ 15時
③15時～ 16時
④16時～ 17時

７日㈫
27日㈪

楽育（抱っこ）教室 妊婦さんと子育て中の保護者 13時30分～ 15時 13日㈪
ことばの発達応援教室 １歳半～３歳半のお子さんと保護者 ９時30分～ 12時 ９日㈭

【準備物】段ボール、毛糸、目打ち、毛糸針、マジックや絵の具（色づけに使用）、はさみ

秋の製作～紙刺繍をつくろう～
かみ　し　しゅう

【
作
り
方
】

①段ボールに絵を描いて

④空けた穴に針と毛糸を通して刺繍して
　いくよ！

②目打ちなどで穴を開けます ③毛糸の端はテープで裏側に固定 百
均
に
も
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
毛
糸
針
で
大
丈
夫
で
す
♥

初めての方やお
子さんと一緒に
される方は並縫
いがおすすめ♡完成！

目打ち
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今
月
の
納
税

　
11
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
５

期
）
及
び
町
・
県
民
税
（
３
期
）
の

納
期
で
す
。

納
期
限　
11
月
30
日
㈭

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　
税
務
課　
☎
６
９
８

－

９
８
０
３

催
　
　
　
し

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

★
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

★
エ
レ
ク
ト
ー
ン
で
楽
し
く
リ
ズ
ム

遊
び

★
フ
ァ
ミ
サ
ポ
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

【
日
時
】　
12
月
17
日
㈰
10
時
～
12
時

【
場
所
】　
北
島
町
役
場
７
階　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
ホ
ー
ル

【
定
員
】　
先
着
１
０
０
名　

　
※
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

【
申
込
受
付
】　
11
月
24
日
㈮
～

　
定
員
に
な
り
次
第
終
了

【
申
込
方
法
】　
平
日
９
時
～
17
時
、

　
電
話
の
み
（
留
守
電
不
可
）

【
参
加
費
】　
無
料　

【
お
問
合
せ
・
お
申
込
み
】

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
６
９
３

－

３
０
３
３

相
続
に
関
す
る
講
演
会
＆
相
談
会

　
徳
島
地
方
法
務
局
で
は
、
本
年
度

も
「
相
続
に
関
す
る
講
演
会
＆
相
談

会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
。（
入
場
無
料
・
事
前
予
約
制
）

○
講
演
会

【
日
時
・
内
容
】　
11
月
15
日
㈬

　
①
10
時
～
（
法
務
局
職
員
）

「
相
続
登
記
の
申
請
義
務
化
」

　
②
11
時
～
（
司
法
書
士
）

　
「
遺
言
書
・
相
続
登
記
の
ス
ス
メ
」

　
③
14
時
～
（
公
証
人
）

　
「
公
正
証
書
遺
言
」

　
④
15
時
～
（
法
務
局
職
員
）

「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」

　
⑤
14
時
～
（
法
務
局
職
員
）

「
相
続
登
記
の
申
請
義
務
化
、
自

筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」

【
会
場
】

　
徳
島
地
方
法
務
局
６
階
会
議
室

　
（
徳
島
地
方
合
同
庁
舎
内
）

○
相
談
会

【
日
時
】　
11
月
15
日
㈬

　
　
　
　
10
時
～
16
時
20
分

【
内
容
】　
相
続
に
関
す
る
相
談

【
場
所
】　
徳
島
地
方
法
務
局
３
階

　
及
び
５
階
会
議
室

【
相
談
員
】　
公
証
人
、
司
法
書
士
、

　
土
地
家
屋
調
査
士

※
申
込
み
に
つ
い
て

【
予
約
期
間
】　
10
月
24
日
㈫
か
ら

　
　
　
　
　
　
定
員
到
達
次
第
終
了

　
　
　
　
　
　
　
（
土
日
祝
を
除
く
）

【
予
約
申
込
・
お
問
合
せ
先
】

　
徳
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　
☎
６
２
２

－
４
１
７
１

募
　
　
　
集

（
一
財
）北
島
町
労
働
者
福
祉
協
会

職
員
募
集

【
職
種
】　
一
般
事
務

【
募
集
人
員
】　
若
干
名

【
応
募
資
格
】

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
学
歴
高
卒
以
上

【
必
要
書
類
】

写
真
を
貼
付
し
た
履
歴
書
を
サ
ン

ラ
イ
フ
北
島
へ
提
出
の
こ
と

【
募
集
締
切
日
】

　
11
月
21
日
㈫　
17
時
必
着

【
試
験
日
時
】

　
一
次
試
験
（
筆
記
試
験
）

　
　
12
月
３
日
㈰　
９
時
30
分
よ
り

　
　
※
一
次
試
験
通
過
者
は
、
二
次

試
験
に
進
み
ま
す
。

　
二
次
試
験
（
面
接
試
験
）

　
　
12
月
17
日
㈰　
10
時
よ
り

【
試
験
場
所
】

　
サ
ン
ラ
イ
フ
北
島　

賃
金
・
労
働
条
件
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
サ
ン
ラ
イ
フ
北
島
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
６
９
８

－

７
１
１
８

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
は
、
開
発
途
上
国
で

現
地
の
人
々
と
同
じ
生
活
を
し
な
が

ら
、
と
も
に
働
き
、
国
づ
く
り
に
貢

献
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
を
募

集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】　
11
月
１
日
㈬
～

　
　
　
　
12
月
11
日
㈪　
正
午
締
切

【
応
募
資
格
】　

生
年
月
日
が
１
９
５
３
年
12
月
13

日
～
２
０
０
４
年
８
月
２
日
の
日

本
国
籍
を
持
つ
方

【
募
集
説
明
会
】

　
参
加
無
料
＆
予
約
不
要

　
徳
島

　
　
11
月
26
日
㈰　
10
時
～
16
時

　
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
徳
島

【
お
問
合
せ
】

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国

　
☎
０
８
７

－

８
２
１

－

８
８
２
５

　
（
平
日
９
時
30
分
～
17
時
30
分
）

求
職
者
向
け
職
業
訓
練

受
講
生
募
集

■
訓
練
期
間　
６
ヵ
月

　
〔
令
和
６
年
１
月
４
日
～
６
月
28
日
〕

 

● 

電
気
設
備
技
術
科

　
電
気
工
事
に
関
連
す
る
理
論
や
法

令
及
び
電
気
工
事
の
基
本
作
業
、

産
業
用
機
器
の
制
御
方
法
を
習
得

し
ま
す
。

 

● 
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

　
木
造
の
住
宅
に
関
す
る
基
礎
的
な

知
識
・
構
造
、
法
規
等
及
び
そ
の

施
工
等
の
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

■
訓
練
期
間　
７
ヵ
月

　
〔
令
和
６
年
１
月
４
日
～
７
月
29
日
〕

　
※
６
ヵ
月
コ
ー
ス
の
前
に
１
ヵ
月
の
導

入
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

● 

Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科

　
機
械
製
図
、
２・
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ

シ
ス
テ
ム
、
Ｎ
Ｃ
機
械
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
及
び
機
械
操
作
に
必
要

な
知
識
・
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

 

● 

住
環
境
計
画
科

　
住
宅
の
営
業
職
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
目
指
し
、
建
築
関
連
知
識
か
ら

内
装
・
設
備
な
ど
の
知
識
・
技
術

を
習
得
し
ま
す
。

【
対
象
者
】　
公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
込
み
を
し
て
い
る
方
な
ど

（
入
所
選
考
あ
り
）

【
受
講
料
】　
無
料

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
必
要
）

【
募
集
期
間
】　
11
月
22
日
㈬
ま
で

【
申
込
み
先
】　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳴
門

【
お
問
合
せ
】　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

徳
島
（
☎
６
５
４

－

５
１
０
２
）

（
平
日
９
時
～
17
時
）

の
お
知
ら
せ

11
月月
11

お

　く

　や

　み

（
９
月
届
分
）（
敬
称
略
）

富
　
永
　
康
　
司
（
86
歳
）
太
郎
八
須

國
　
方
　
八
重
子
（
89
歳
）
江
　
尻

大
　
西
　
通
　
世
（
73
歳
）
鯛
　
浜

谷
　
　
　
美
智
子
（
87
歳
）
鯛
　
浜
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月
・
日

大　
会　
名　
称

チ
ー
ム
・
人
員

成　
　
績

グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

９
・
９
９
月
度
月
例
大
会

　
場
所　
親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

33
名

優
勝　
　
　
　
増
田　
重
信

88

63

２
位　
　
　
　
木
内
百
合
子

101

67

３
位　
　
　
　
福
永　
嘉
春

72

69

ベ
ス
グ
ロ　
　
福
永　
嘉
春

72

９
・
23
９
月
度
ペ
ア
ー
マ
ッ
チ
大
会

　
場
所　
親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

26
名

優
勝　
中
村　
俊
一
・
中
村　
芳
正

80

65

２
位　
池
田　
　
滋
・
谷
下　
量
則

90

67

３
位　
阿
部
美
恵
子
・
松
井　
礼
子

91

68

◎
行
事
予
定
（
11
月
・
12
月
）

★
11
月
19
日
㈰

中
学
生
、
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
（
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
）

★
11
月
23
日
㈭
㈷

徳
島
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋
季
大
会

★
11
月
26
日
㈰

徳
島
県
教
職
員
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

★
12
月
２
日
㈯

北
島
町
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

★
12
月
３
日
㈰

第
28
回
阿
波
銀
行
杯
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

★
12
月
10
日
㈰

第
77
回
多
智
花
杯
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

★
12
月
17
日
㈰

第
12
回
カ
ン
コ
ー
杯
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会

★
12
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
・
25
日
㈪

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

９
月
度
月
例
杯

期
日　
９
月
１
日
㈮　
参
加
者
数
29
名

場
所　
北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優　
勝　
福
原　
茂
子　
34
打
○ホ
１

準
優
勝　
稲
江　
公
男　
37
打
○ホ
１

第
３
位　
髙
畠
美
津
子　
37
打
○ホ
１

第
４
位　
宮
本　
　
壽　
37
打
○ホ
１

第
５
位　
高
山　
文
生　
38
打
○ホ
１

第
10
回
板
野
郡
ス
ポ
ー
ツ
協
会

町
対
抗
Ｇ
Ｇ
大
会

期
日　
９
月
17
日
㈰　
参
加
者
数
73
名

場
所　
板
野
西
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

第
３
位   

山
本
み
つ
子
2R 

36
打
○ホ
２

第
４
位   

福
原　
茂
子
2R 

37
打
○ホ
１

（
北
島
町
Ｇ
Ｇ
協
会
関
係
の
み
）

第
17
回
県
老
連
会
長
杯

期
日　
９
月
21
日
㈭　
参
加
者
数
517
名

場
所　
吉
野
川
南
岸
Ｂ
コ
ー
ト

第
５
位   

山
田　
栄
子
2R 

40
打
○ホ
２

（
北
島
町
Ｇ
Ｇ
協
会
関
係
の
み
）

　
あ
な
た
の
買
っ
た
た
ば
こ
１
箱

か
ら
１
０
５
円
24
銭
が
た
ば
こ
税

と
し
て
町
に
収
入
さ
れ
ま
す
。

北
島
町

た
ば
こ
は
町
内
で

　
　買
い
ま
し
ょ
う 北島町青少年健全育成町民会議

お 知 ら せ

「毎月20日はあいさつ運動の日です」
11月のあいさつ運動は11月20日㈪に行います。

あいさつで人と人との心をつなごう

令和５年度後期（11～３月）
北島町高齢者健康づくり教室

１．受講資格　北島町に住民票のある65歳以上の方。ただし、症
状によっては参加をお断りする場合があります。

２．申込受付　11月１日㈬10時30分より、北島町温水プールにて
先着順にて受付し、定員になり次第締め切ります。
お電話の申込みはできません。

３．申込方法　規定の申込書に記入し、受講料を添えて開催場所に
ご持参ください。

４．受講内容

※11月６日㈪９時15分より無料体験を行います。電話又は、温水
プール窓口で受付します。

お問合せ　北島町温水プール　☎683−2388
　　　　　板野郡北島町中村字日開野51−5

教室名 定員 曜日 時間 内　　　容 受講料
からだがよ
ろこぶスト
レッチ体操

15名 月
9：15～

10：15

ストレッチで体を整え、ジムボールやス
トレッチポールなどの運動器具を用い
て体力向上や筋力アップを目指します。

4,650円

受講生
募集
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募 集 人 員 20名（推薦入試・社会人入試・一般入試入学者を含む）※男女を問わない
修 業 年 限 ２年

出 願 条 件
一般入試
①中学校卒業の者（令和６年３月卒業見込みの者を含む）若しくはこれと同等以上の学力を有すると認める者
②心身ともに健康で将来准看護師として適性がある者

願 書 請 求

返信用封筒を送付して請求する場合
　１．返信用封筒（角形２号33㎝×24㎝）に請求者の郵便番号、住所、氏名を明記し、250円分の郵便

切手を貼る。
　２．請求する封筒（定形）の表に「学生募集要項請求」と朱書きし、１を同封のうえ、学院あてに送付

してください。
直接来学し受け取る場合
　月曜日から金曜日（祝日を除く）の９時から16時までに来学のうえ、お受け取りください。

出 願 期 間 12月１日㈮～１月９日㈫の16時まで

出 願 方 法 ⑴　郵送（当日の消印有効）
⑵　持参（土曜日・日曜日・祝日を除く、９時から16時）

試 験 日 時
及　び

試 験 科 目

一般入試
学科試験：令和６年１月20日㈯
　開　　場：　９：00
　受　　付：　９：00 ～　９：15
　オリエンテーション：　９：20 ～　９：25
　国　　語：　９：30 ～ 10：00
　数　　学：10：10 ～ 10：50
　小 論 文：11：00 ～ 12：00

面接試験：令和６年１月21日㈰
　開　　場：　９：30
　受　　付：　９：30 ～　９：45
　オリエンテーション：　９：50 ～　９：55
　面　　接：10：00 ～　

試 験 内 容 ⑴　国語・数学（高等学校入学試験程度）　　⑵　小論文（800字程度）　　⑶　面接試験
合 格 発 表 令和６年１月31日㈬
お問合せ先 三好市医師会准看護学院（☎0883−72−0586）

三好市医師会准看護学院　学生募集

ボランティア活動保険・ボランティア行事用保険のご案内ボランティア活動保険・ボランティア行事用保険のご案内
〇ボランティア活動保険
　ボランティア活動中のさまざまな事故による「ケガ」や「損害賠償責任」を補償します。

　補償期間　４月１日０時から令和６年３月31日24時まで
　※中途加入の場合は、加入申込手続き完了日の翌日０時から令和６年３月31日24時までとなります。

〇ボランティア行事用保険
　地域福祉活動やボランティア活動のさまざまな行事における主催者や参加者のケガ、主催者の賠償責任

（主催者責任）を補償します。

 
　補償期間　行事開催期間（加入手続完了日の翌日０時以降の行事開催日を補償します。）

　※詳しくは「ふくしの保険」で検索　(https://www.fukushihoken.co.jp)

【お問合せ・加入申込手続き】　社会福祉法人北島町社会福祉協議会　☎698−8910　FAX 698−8921

加入プラン 基本プラン 天災・地震補償プラン 特定感染症重点プラン
保険料（１名あたり） 350円 500円 550円

Ａプラン（宿泊を伴わない行事）
Ａ１行事 Ａ２行事 Ａ３行事

保険料
（１名あたり）

１日28円
 （最低保険料 560円）

126円
（最低保険料 2,520円）

248円
（最低保険料 4,960円）

ボランティア活動保険・ボランティア行事用保険のご案内ボランティア活動保険・ボランティア行事用保険のご案内
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○
発
達
障
が
い
の
人
の
生
き
辛
さ

　
発
達
障
が
い
の
人
は
、
対
人
関
係
を
築
く
た

め
に
必
要
な
自
己
の
確
立
に
基
本
的
な
困
難
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
乳
幼
児
期
に
お

け
る
愛
着
形
成
や
他
者
と
の
情
動
調
律
（
子
ど

も
の
心
の
動
き
に
養
育
者
が
情
動
を
合
わ
せ
る

こ
と
）、
共
同
注
意
（
対
象
に
つ
い
て
の
認
識

や
感
情
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
）、
他
者
の
心

の
理
解
と
い
っ
た
対
人
関
係
の
形
成
が
困
難
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
長
に
な
る
に
つ

れ
て
自
分
自
身
に
対
す
る
信
頼
感
や
安
心
感
は

も
と
よ
り
、
他
者
に
対
す
る
信
頼
感
や
安
心
感

を
欠
い
た
ま
ま
生
き
る
こ
と
の
困
難
や
苦
痛
を

経
験
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
対
人
関
係
に
お

け
る
安
心
・
安
全
の
感
覚
を
欠
い
て
い
る
こ
と

に
、
生
き
辛
さ
の
起
源
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、発
達
障
が
い
の
人
は
、虐
待・愛
着
障
が
い・

い
じ
め
・
不
登
校
・
ト
ラ
ウ
マ
障
が
い
・
ひ
き

こ
も
り
な
ど
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て
生
き
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
自
尊
感
情
を
支
え
る
感
情
体
験

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

・
皆
か
ら
愛
さ
れ
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う

幸
福
感

・
温
か
い
居
場
所
が
あ
る
安
ら
ぎ
感

・
困
っ
た
時
に
支
援
を
し
て
も
ら
え
る
安
心
感

・
一
人
の
か
け
が
え
の
な
い
人
間
と
し
て
尊
重

さ
れ
て
い
る
満
足
感

・
他
者
と
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い

る
つ
な
が
り
感

・
他
者
と
楽
し
さ
を
共
有
す
る
共
有
感

・
心
と
身
体
が
気
持
ち
よ
く
つ
な
が
っ
て
い
る

安
心
感

　
発
達
障
が
い
の
人
の
支
援
に
お
い
て
は
、
彼

ら
の
困
難
に
基
づ
く
生
き
辛
さ
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
状
況
や
環
境
を
わ
か
り
や

す
く
整
理
し
て
伝
え
た
り
、
あ
た
た
か
い
態
度

で
肯
定
的
に
対
応
す
る
こ
と
や
、
共
感
的
な
態

度
で
接
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
さ
ら
に
は
、

安
心
・
安
全
・
信
頼
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
支

援
者
が
被
支
援
者
に
対
し
て
ど
う
気
持
ち
や
思

い
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
も
大
切

で
、
根
気
強
く
待
つ
姿
勢
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

徳島板野警察署広報　☎698－0110

　令和５年８月末現在、全国の警察から指名手配されている者は、凶悪事件等で特に警察庁が指定している
重要指名手配被疑者をはじめとして、約540人に上っています。
　これらの被疑者は、殺人、強盗等の凶悪事件のほか、暴行、傷害、窃盗、詐欺、横領等の事件に関して指
名手配されており、再び犯行を行うおそれがあります。
　警察では、特に重大な犯罪の被疑者を選定した上で、11月中に全国警察の総力を挙げて追跡捜査を行う
こととし、これらの被疑者の早期検挙に取り組んでいるところです。
　指名手配被疑者の発見に向けた捜査活動には、国民の皆さんの御協力が是非とも必要です。
　指名手配被疑者によく似た人を見掛けたといった情報など、どんなわずかなことでも結構ですので、警察
に通報していただくようお願いします。

指名手配被疑者の検挙に御協力を

　

発
達
障
が
い
の
支
援
に
つ
い
て
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み ん な の 大 切 な 人 権

北島町社会教育指導員　藤　島　則　之北島町社会教育指導員　藤　島　則　之

識字学級について考える識字学級について考える

え
ん
ぴ
つ
を　
握
り
し
め　

白
い
紙
に
向
か
う
…
…
（
略
）

「
辛
い
」
と
い
う
字
に
一
文
字　
書

き
足
せ
ば　

幸
い
と
い
う
字
に
な

る
ん
だ
と　
言
い
聞
か
せ

力
一
杯
に　
生
き
て
き
た　

負
け
る
も
の
か
と　
生
き
て
き
た

　
今
年
７
月
に
徳
島
県
で
四
国
地
区
人

権
教
育
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
確
立
を
め
ざ
す
地
域
の
教
育
力
に

つ
い
て
研
究
協
議
す
る
分
科
会
で
、
高

知
県
の
「
識
字
学
級
」
に
つ
い
て
の
実

践
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
識
字
学

級
生
の
皆
さ
ん
が
学
習
す
る
前
に
、
起

立
し
て
こ
の
歌
を
歌
い
、
机
に
向
か
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

 

識
字
学
級
の
な
り
た
ち

　

識
字
学
級
は
、
１
９
６
０
年
代
に

福
岡
県
で
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
時
、
部
落
差
別
の
た
め
に
安
定

し
た
仕
事
に
就
く
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い

た
た
め
、
子
ど
も
の
労
働
力
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
失
わ
れ
た
学
習
の
機
会
を
再

び
得
る
た
め
に
作
ら
れ
た
学
習
会
が

識
字
学
級
で
し
た
。
徳
島
県
内
で
は
、

１
９
７
５
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
日
本
に
お
け
る
識
字
運
動
は
、

そ
の
な
り
た
ち
は
様
々
で
す
が
、
ほ
と

ん
ど
が
被
差
別
部
落
の
女
性
た
ち
が
中

心
に
な
っ
て
担
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時

は
、
厳
し
い
部
落
差
別
に
重
ね
、
男
尊

女
卑
の
思
想
も
加
わ
り
、「
女
に
学
問

は
い
ら
ん
」
と
言
わ
れ
、
家
族
の
面
倒

を
強
い
ら
れ
る
日
々
が
続
い
た
そ
う
で

す
。

 

日
韓
識
字
学
習
者
共
同
宣
言

 

に
つ
い
て

　
国
連
が
、
１
９
８
０
年
を
「
国
際
識

字
年
」
と
定
め
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

世
界
と
日
本
の
識
字
運
動
と
の
連
携
が

広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
１
９
８
９
年

に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
パ
ウ
ロ
・
フ
レ
イ

レ
と
い
う
社
会
的
な
教
育
学
者
が
日
本

を
訪
れ
、
あ
る
識
字
教
室
を
訪
問
し
、

学
習
者
が
自
分
の
生
活
や
生
い
立
ち
を

綴
っ
た
文
章
を
読
む
の
を
聞
き
な
が
ら

「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
デ
イ
」
と
繰
り
返

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
学
習
の
様

子
が
質
の
高
い
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
日
本

と
韓
国
の
識
字
運
動
の
交
流
も
始
ま
り

ま
し
た
。
韓
国
で
も
識
字
学
習
者
の
多

く
は
女
性
で
し
た
。
２
年
間
の
交
流
の

積
み
重
ね
を
経
て
、２
０
１
９
年
に「
日

韓
識
字
学
習
者
共
同
宣
言
」（
日
韓
識

字
教
育
強
化
の
た
め
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
参
加
者
一
同
）
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
文
字
の
読
み
書
き
が
で

き
な
か
っ
た
つ
ら
い
経
験
、
そ
し
て
識

字
学
級
で
学
べ
る
喜
び
を
、
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
ま
す
。

（
略
）
し
ご
と
を
す
る
自
信
は
人
一
倍

あ
っ
て
も
、
読
み
書
き
が
で
き
な
い
た

め
に
身
体
を
使
う
し
ご
と
ば
か
り
で
し

た
。
…
（
略
）
職
場
で
文
字
と
出
合
う

と
き
が
、
そ
の
仕
事
か
ら
わ
た
し
た
ち

が
別
れ
る
と
き
で
し
た
。
つ
ら
さ
を
考

え
る
時
間
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

…
（
略
）
生
ま
れ
た
場
所
を
理
由
に
差

別
さ
れ
、
は
ね
つ
け
ら
れ
て
生
き
て
き

た
人
も
い
ま
す
。
未
来
が
見
え
ず
、
自

ら
命
を
絶
と
う
と
し
た
人
も
い
ま
す
。

男
性
も
も
ち
ろ
ん
い
ま
す
。
同
じ
よ
う

に
、
お
さ
な
い
頃
か
ら
貧
し
さ
や
差
別

の
な
か
で
生
き
て
き
ま
し
た
。
で
も
、

男
性
は
、
女
性
以
上
に
「
読
み
書
き
が

で
き
ま
せ
ん
」
と
は
言
い
に
く
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
え
を
は
っ
て
、
つ

よ
が
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
…(

略)

そ
ん
な
わ
た
し
た
ち
が
、
読
み
書
き
を

学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ
か
け

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
子
育
て
も
終
わ

り
、
自
分
の
時
間
が
少
し
で
も
と
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に

読
み
書
き
を
学
べ
る
場
所
を
子
ど
も
や

孫
、
友
だ
ち
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

（
略
）…
読
み
書
き
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ

て
、
人
生
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
に
と
っ
て
止
ま
っ
て
い
た
時
間

が
動
き
始
め
ま
し
た
。
人
生
が
始
ま
り

ま
し
た
。
安
心
し
て
何
で
も
話
せ
る
友

だ
ち
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
の
こ
と
を

大
切
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
思
え
ま

す
。
紙
の
上
の
黒
い
シ
ミ
が
文
字
で
し

た
。
同
居
し
て
い
る
息
子
の
妻
が
冷
蔵

庫
に
貼
っ
て
く
れ
て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
。
友
だ
ち
に
読
ん
で
も

ら
っ
て
「
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
」
だ

と
わ
か
り
ま
し
た
。
４
年
た
っ
て
返
事

が
書
け
ま
し
た
。
心
の
傷
が
ゆ
っ
く
り

と
癒
え
て
き
ま
し
た
。
…

 

現
在
の
識
字
学
級
で
は

　
現
在
の
識
字
学
級
で
は
全
国
的
に
多

様
化
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
障
が
い
が
あ
る

人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
在
日
外

国
人
、
不
登
校
な
ど
様
々
な
事
情
に
よ

り
読
み
書
き
の
困
難
を
抱
く
人
が
、
安

心
し
て
学
べ
る
場
所
と
し
て
展
開
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
識
字
学
級

の
活
動
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の
生
活

を
捉
え
直
し
、
背
景
に
あ
る
社
会
的
問

題
を
整
理
し
、
問
題
解
決
の
た
め
に
何

を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
学
習
者
と

支
援
者
が
と
も
に
学
ぶ
場
所
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

 

お
わ
り
に

　
今
の
社
会
で
読
み
書
き
が
で
き
る
こ

と
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
困
難

を
抱
え
る
人
に
対
し
て
偏
見
を
も
っ
た

り
、
で
き
な
い
こ
と
に
対
し
て
厳
し
い

言
動
を
と
っ
た
り
は
し
て
は
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
病
気
や
怪
我
等
の

様
々
な
理
由
で
、
ど
う
し
て
も
字
が
書

け
な
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
選
挙
の
投

票
（
選
挙
支
援
カ
ー
ド
）
や
役
場
の
窓

口
で
の
手
続
き
等
で
、
な
ん
の
抵
抗
も

な
く
当
事
者
が
相
談
で
き
た
り
、
反
対

に
温
か
い
働
き
か
け
が
で
き
る
町
づ
く

り
を
め
ざ
し
た
い
も
の
で
す
。
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令和４年度　水道事業会計決算状況
　令和４年度北島町水道事業会計の事業概要及び収支決算について、次のとおり報告します。

令和５年10月1日

北島町長　古　川　保　博
事　業　概　要
　本年度の業務概況は、年間総配水量が、3,123,782㎥（前年度比0.5％増）で、年間有収水量は、2,871,753㎥（前年度比0.5％
減）となり、有収率につきましては、91.9％（前年度比0.9％減）と低下しております。
　また、給水人口は、23,516人（前年度比0.4％増）で、給水戸数は、8,483戸（前年度比1.2％増）と本年度もともに増
加傾向にあります。
　水道事業収益は、420,632千円（前年度比0.5％増）と増加した一方で、水道事業費用は、301,650千円（前年度比10.4％減）
と減少したことから、当年度純利益は、118,982千円（前年度比45.3％増）と増加に転じております。
　本年度の主な事業としましては、将来において予想される大規模災害時にも安定して水道水が供給できるよう、引き続き、
指定避難所・防災拠点となっている北島北小学校、YGKドーム及び板野東部消防署へ向けた管路の耐震化事業として、工事
では町道70号線及び町道２号線配水管布設替工事、委託業務では、町道5051号線外配水管布設替工事の設計業務を行いま
した。その他の事業としましては、工事では老朽管更新事業の町道51号線配水管布設替工事外２路線、委託業務では、徳島
環状線（鯛浜６工区）、鳴門市送水管布設に伴う町道6059号線配水管布設替工事の設計業務を行いました。また、有収率向
上への取り組みでは、例年どおり給・配水管の漏水調査業務を行い、漏水箇所の早期発見・早期修繕に努めました。老朽化
した浄水場施設の更新と耐震化を図るため、鳴門市と進めている共同浄水場整備事業では、浄水処理棟、管理棟などの各施
設の基礎工事を終えるとともに本町に向けた河川横断送水管の立坑築造にも着手しています。
　近年は、節水意識の浸透や節水型器具の普及などもあり、給水量及び給水収益が減少傾向にある一方、施設の老朽化によ
る更新需要の増大や大規模災害に備えた施設の耐震化など、ライフラインの維持にかかるコストは大きく膨らみ、今後の経
営状況はますます厳しいものとなることが予想されます。
　今後も策定済みの経営戦略をもとに中・長期的な視野に立ち、使用料収入の確保とコストの節減、有収率の向上など効率
的な事業経営に努めると共に、将来にわたって安心・安全な水道水を安定して供給できるよう、引き続き管路の耐震化、鳴
門市との共同浄水場整備事業を進めるなど水道基盤の強化に取り組んでまいります。

令和４年度　北島町水道事業損益計算書
（令和４年４月１日から令和５年３月31日まで）

（単位：円）

収　　　　　　　入 支　　　　　　　出 計
１．営 業 収 益 ２．営 業 費 用

⑴給 　 水 　 収 　 益 376,157,743 ⑴原 水 及 び 浄 水 費 30,802,114
⑵そ の 他 の 営 業 収 益 21,831,826 ⑵配 水 及 び 給 水 費 51,964,611

⑶総 係 費 79,086,705
⑷減 価 償 却 費 121,670,055
⑸資 産 減 耗 費 2,496,791
⑹そ の 他 の 営 業 費 用 1,514,840

小　　　　計 397,989,569 小　　　　計 287,535,116
営 業 利 益 110,454,453

3．営 業 外 収 益 ４．営 業 外 費 用
⑴受 取 利 息 173,605 ⑴支 払 利 息 14,100,228
⑵一 般 会 計 負 担 金 56,386 ⑵雑  支  出 7,153
⑶長 期 前 受 金 戻 入 18,996,627
⑷雑  収  益 507,495

小　　　　計 19,734,113 小　　　　計 14,107,381
営 業 外 損 益 計 5,626,732
経 常 利 益 116,081,185

５．特 別 利 益 ６．特 別 損 失
⑴固 定 資 産 売 却 益 2,880,000 ⑴固 定 資 産 売 却 損 0
⑵過 年 度 損 益 修 正 益 28,819 ⑵過 年 度 損 益 修 正 損 8,137

⑶そ の 他 特 別 損 失 0
小　　　　計 2,908,819 小　　　　計 8,137

特 別 損 益 計 2,900,682
当 　 年 　 度 　 純 　 利 　 益 118,981,867
前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 530,940
処 分 済 利 益 剰 余 金 70,000,000
そ の 他 未 処 分 利 益 剰 余 金 変 動 額 0
当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 189,512,807
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令和４年度　北島町水道事業貸借対照表
（令和５年３月31日）

（単位：円）

資　　産　　の　　部 ⑶未 払 金 674,516,623

１．固 定 資 産 ⑷前 受 金 2,320,000

⑴有 形 固 定 資 産 ⑸引 当 金 4,324,429

イ 土 地 478,353,892 ⑹預 り 金 72,887

ロ 建 物 161,216,049 ⑺その他の流動負債 0

減価償却累計額 △ 72,066,289 89,149,760 流   動   負   債   合   計 747,070,290

ハ 構 築 物 5,552,932,808 ５．繰 延 収 益

減価償却累計額 △ 2,372,859,474 3,180,073,334 ⑴長 期 前 受 金

ニ 機 械 及 び 装 置 994,734,883 イ 国 庫 補 助 金 346,240,805

減価償却累計額 △ 863,222,826 131,512,057 ロ 一般会計補助金 30,000,000

ホ 車両及び運搬具 2,497,926 ハ 負 担 金 187,065,329

減価償却累計額 △ 2,330,757 167,169 ニ 補 償 金 18,454,869

ヘ 工具器具及び備品 11,501,219 ホ 受贈財産評価額 656,114,891

減価償却累計額 △ 5,857,459 5,643,760 ヘ 寄 附 金 0

ト 建 設 仮 勘 定 741,802,800  長 期 前 受 金 合 計 1,237,875,894

有 形 固 定 資 産 合 計 4,626,702,772 ⑵長期前受金収益化累計額

⑵無 形 固 定 資 産 イ 国 庫 補 助 金 △ 39,697,602

イ 電 話 加 入 権 130,600 ロ 一般会計補助金 △ 30,000,000

ロ 水 利 権 0 ハ 負 担 金 △ 88,449,134

無 形 固 定 資 産 合 計 130,600 ニ 補 償 金 △ 3,607,016

⑶投 資 有 価 証 券 ホ 受贈財産評価額 △ 271,441,906

イ 投 資 有 価 証 券 80,000,000

ロ そ の 他 投 資 16,550  長期前受金収益化累計額合計 △ 433,195,658

投 資 合 計 80,016,550 繰　延　収　益  合  計 804,680,236

固　定　資　産　合　計 4,706,849,922 負 　 債 　 合 　 計 2,390,588,740

２．流 動 資 産 資　　本　　の　　部
⑴現 金 預 金 877,080,708 ６．資 本 金

⑵未 収 金 508,932,870 ⑴自 己 資 本 金 3,019,051,382

⑶貯 蔵 品 8,789,429 資 　 本 　 金   合   計 3,019,051,382

⑷前 払 金 0 ７．剰 余 金

⑸その他の流動資産 0 ⑴資 本 剰 余 金

流 動 資 産 合 計 1,394,803,007 寄 附 金 0

資 産 合 計 6,101,652,929 資 本 剰 余 金 合 計 0

負　　債　　の　　部 ⑵利 益 剰 余 金

３．固 定 負 債 イ 減 債 積 立 金 118,500,000

⑴企 業 債 838,838,214 ロ 建設改良積立金 384,000,000

⑵一般会計借入金 0 ハ 当年度未処分利益剰余金 189,512,807

⑶引 当 金 0 処分済利益剰余金 （70,000,000）

⑷その他の固定負債 0 その他未処分利益剰余金変動額 0 

固　定  負  債  合  計 838,838,214 利 益 剰 余 金 合 計 692,012,807

４．流 動 負 債 剰 余 金 合 計 692,012,807

⑴一 時 借 入 金 0 資 本 合 計 3,711,064,189

⑵企 業 債 65,836,351 負 債 資 本 合 計 6,101,652,929
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令和４年度　北島町公共下水道事業会計決算状況
　令和４年度北島町公共下水道事業会計の事業概要及び収支決算について、次のとおり報告します。

令和５年10月1日

北島町長　古　川　保　博
事　業　概　要

令和４年度　北島町公共下水道事業損益計算書
（令和４年４月１日から令和５年３月31日まで）

（単位：円）

収　　　　　　　入 支　　　　　　　出 計
１．営 業 収 益 ２．営 業 費 用

⑴下 水 道 使 用 料 49,021,606 ⑴管 渠 費 3,072,928
⑵国 庫 補 助 金 6,125,000 ⑵普 及 促 進 費 7,331,200
⑶そ の 他 営 業 収 益 50,026 ⑶総 係 費 28,806,911

⑷流域下水道管理運営費負担金 46,149,502
⑸減 価 償 却 費 106,514,157
⑹資 産 減 耗 費 0

小　　　　計 55,196,632 小　　　　計 191,874,698
営 業 損 失 136,678,066

3．営 業 外 収 益 ４．営 業 外 費 用
⑴受 取 利 息 及 び 配 当 金 1,166 ⑴支払利息及び企業債取扱諸費 28,898,954
⑵国 庫 補 助 金 0 ⑵雑 支 出 2,039,926
⑶他 会 計 補 助 金 148,000,000
⑷長 期 前 受 金 戻 入 32,408,877
⑸雑 収 益 756

小　　　　計 180,410,799 小　　　　計 30,938,880
営 業 外 利 益 149,471,919
経 常 利 益 12,793,853

５．特 別 利 益 ６．特 別 損 失
⑴固 定 資 産 売 却 益 0 ⑴固 定 資 産 売 却 損 0
⑵過 年 度 損 益 修 正 益 337,939 ⑵過 年 度 損 益 修 正 損 0
⑶そ の 他 特 別 利 益 0 ⑶そ の 他 特 別 損 失 0

小　　　　計 337,939 小　　　　計 0
特 別 利 益 計 337,939
当 　 年 　 度 　 純 　 利 　 益 13,131,792
前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 0
当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 13,131,792

⑴　総括事項
　旧吉野川流域下水道事業は、平成12年度に旧吉野川流域の
２市４町(徳島市、鳴門市、松茂町、北島町、藍住町、板野町)
を流域関連公共下水道とする全体計画を策定し、北島町の計画
区域面積は606.7haとしました。
　また、都市の健全な発達及び公衆衛生の向上に寄与し、あわ
せて公共用水域の水質保全に資するため、平成13年10月に役
場を中心とする周辺100.9haを、公共下水道第１期計画区域
と定め、事業認可を受け整備を進めてまいりました。これまで
整備を進める中で大型商業施設等の進出に伴う２度の区域変更
を行い、全体計画を626.7ha、第１期計画区域105haに拡大し、
整備を進めてまいりましたが、第１期計画区域の整備が、概ね
完了したことから、第２期計画区域としてグリーンタウン等の
31.0haを追加し、令和４年４月１日に事業計画変更の認可を
受けております。
　今後は、第２期計画区域の整備を進めるとともに接続率の向
上を図ります。
⑵　建設改良事業
　 汚 水 管 渠 築 造 工 事 は、 令 和 ３ 年 度 か ら の 繰 越 し 予 算
175,632千円と令和４年度現年執行分68,030千円にて９路
線、整備延長865.6ｍを整備し、16.6haの面整備を行いました。
整備延長の累計は、27,474ｍとなっており、現在の整備面積
は86.3haとなっております。

⑶　業務量
　今年度末の整備人口は、4,111人で前年度と比較して188人

（4.8％）増加となり、公共下水道普及率は17.5％で前年度と
比較して0.8％増加しました。水洗化人口については、2,084
人で前年度と比較して106人増加し、水洗化率は50.7％とな
りました。年間有収水量については、298,601㎥で前年度か
ら15,363㎥（5.4％）の増加となりました。
⑷　財政状況
　本町の公共下水道事業は、令和元年度より地方公営企業法を
一部適用し、公営企業会計に移行することで経営基盤の強化や
経営の計画性・透明性の向上を図っています。
　下水道事業収益としては、235,945,370円となりました。
内訳として、下水道使用料などの営業収益が、55,196,632
円、長期前受金戻入や一般会計補助金などの営業外収益が、
180,410,799円、特別利益が、337,939円となっています。
　また、下水道事業費用としては、222,813,578円となりま
した。内訳として、流域下水道管理運営負担金や減価償却費な
どの営業費用が、191,874,698円、企業債利息などの営業外
費用が、30,938,880円となっています。
　この結果、総収益から総費用を差し引いた額は、13,131,792
円の純利益となりました。 
  以上が、令和４年度の事業概要となります。今後も下水道普
及率、水洗化率の向上に努め安定した持続可能な下水道サービ
スの提供に努めてまいります。
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令和４年度　北島町公共下水道事業貸借対照表
（令和５年３月31日）

（単位：円）

資　　産　　の　　部
１．固 定 資 産 ⑷前 受 金 0

⑴有 形 固 定 資 産 ⑸賞 与 等 引 当 金 3,094,000

イ 土 地 0 0 ⑹預 り 金 1,045,000

ロ 建 物 0 ⑺その他の流動負債 0

減価償却累計額 0 0 流   動   負   債   合   計 223,556,343

ハ 構 築 物 4,253,257,162 ５．繰 延 収 益

減価償却累計額 △ 624,260,066 3,628,997,096 ⑴長 期 前 受 金

ニ 機 械 及 び 装 置 149,854,078 イ 国 庫 補 助 金 1,648,432,716

減価償却累計額 △ 44,032,264 105,821,814 ロ 県 補 助 金 4,600,000

ホ 車両及び運搬具 2,027,465 ハ 流域整備繰入金 9,172,110

減価償却累計額 △ 1,659,119 368,346 ニ 受 益 者 負 担 金 58,641,710

ヘ 工具器具及び備品 1,749,501 ホ 受贈財産評価額 31,082,370

減価償却累計額 △ 738,415 1,011,086  長 期 前 受 金 合 計 1,751,928,906

ト 建 設 仮 勘 定 32,850,000 ⑵長期前受金収益化累計額

有 形 固 定 資 産 合 計 3,769,048,342 イ 国 庫 補 助 金 △ 268,329,711

⑵無 形 固 定 資 産 ロ 県 補 助 金 △ 1,159,200

施 設 利 用 権 552,524,122 ハ 流域整備繰入金 △ 2,311,372

無 形 固 定 資 産 合 計 552,524,122 ニ 受 益 者 負 担 金 △ 6,474,486

固　定　資　産　合　計 4,321,572,464 ホ 受贈財産評価額 △ 2,862,276

２．流 動 資 産  長期前受金収益化累計額合計 △ 281,137,045

⑴現 金 預 金 235,097,251 繰　延　収　益  合  計 1,470,791,861

⑵未 収 金 18,464,967 負 　 債 　 合 　 計 3,903,700,062

⑶前 払 金 0 資　　本　　の　　部
⑷その他の流動資産 0 ６．資 本 金

流 動 資 産 合 計 253,562,218 ⑴自 己 資 本 金 609,123,864

資 産 合 計 4,575,134,682 資 　 本 　 金   合   計 609,123,864

負　　債　　の　　部 ７．剰 余 金

３．固 定 負 債 ⑴資 本 剰 余 金

⑴企 業 債 2,209,351,858 資 本 剰 余 金 合 計 0

⑵一般会計借入金 0 ⑵利 益 剰 余 金

⑶退 職 給 付 引 当 金 0 イ 減 債 積 立 金 0

⑷その他の固定負債 0 ロ 建設改良積立金 49,178,964

固　定  負  債  合  計 2,209,351,858 ハ 当年度未処分利益剰余金 13,131,792

４．流 動 負 債 利 益 剰 余 金 合 計 62,310,756

⑴一  時  借  入  金 0 剰 余 金 合 計 62,310,756

⑵企 業 債 99,778,393 資 本 合 計 671,434,620

⑶未 払 金 119,638,950 負 債 資 本 合 計 4,575,134,682
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天候等によって、イベントの日程を変更・中止する
ことがあります。
最新情報は北島町ホームページをご覧ください。
URL（https://www.town.kitajima.lg.jp/）

図書館・創世ホールからのお知らせ

～読書週間です～
色々な行事を予定！お気軽にご参加ください。

好評開催中！雑誌等のリサイクルフェア
開催期間▶10月27日㈮～ 11月30日㈭
会場▶１階図書館カウンター前特設コーナー
●保存期間の過ぎた雑誌、廃棄となった図書をお持ち

帰りください。お一人様、雑誌・図書各５冊までです。
　事前の予約・お取り置き等はできません。

手づくりのへや～しおりを作ろう！～
日時▶11月４日㈯　14：00 ～ 16：00
　　　時間内出入り自由です！
会場▶２階会議室
　　　参加無料・事前申込み不要
対象▶子どもから大人まで誰でもOK
　　　（ただし小学生未満は保護者同伴のこと）
●小さな子どもから楽しめる工作を用意して皆さんを

おまちしています。
　今回つくるのは本を読むときに使う「しおり」！
　材料も道具も図書館で用意します。

おはなしのへや
「知ってもっとおいしい給食のひみつ」
日時▶11月18日㈯　14：00 ～ 15：00
会場▶２階ハイビジョンシアター
　　　参加無料・事前申込み不要
対象▶子どもから大人まで誰でもOK
●北島学校給食センターの管理栄養士に、給食や栄養

についてのおはなしやクイズをしてもらいます。
　もちろん、絵本の読み聞かせや図書の紹介もあるよ！
　「給食」について、楽しく学ぼう！いっぱい知ろう!!

クリスマス会の開催について
日時▶12月10日㈰　13時30分～
　　　※公演時間約1時間　定員70名。 
会場▶２階ギャラリー
整理券について▶クリスマス会への参加には整理券が
必要です。11月25日㈯10時より図書館１階ロビーで
配布します。１人５枚までです。定員に達し次第配布
を終了します。

新しく入った本
■図書館に新しく入った本の一部をご紹介します。

創世ホール　イベント情報

子育て支援ファミリーコンサート
日時▶11月９日㈭　11時～（10時30分開場）
会場▶３階多目的ホール　入場無料
出演▶徳島県警察音楽隊
内容▶小さなお子様でも体験できる演奏会です。保護

者、祖父母の方も大歓迎！家族で楽しめる楽曲
を演奏します。（演奏時間約30分）

主催▶北島町教育委員会（☎698−9812）

図書館の休館日
12　月11　月

土金木水火月日 土金木水火月日
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《児　童　書》
●なかえよしお『ねみちゃんのチョッキ』ポプラ社
●なかやみわ『そらまめくんのごめんなさい』小学館
●たしろちさと『ぼくは本のお医者さん』佼成出版社
●吾峠呼世晴『キメツ学園！全集中ドリル　蛇の呼吸編』集英社
●廣嶋玲子『銭天堂20』偕成社

《一　般　書》
●東野圭吾『あなたが誰かを殺した』講談社
●相場英樹『サドンデス』幻冬舎
●香納諒一『絶対聖域　刑事花房京子』光文社
●ヤマザキマリ『CARPE　DIEM』エクスナレッジ
●吉川景都『メイクがなんとなく変なので友達の美容

部員にコツを全部きいてみた　続』ダイヤモンド社



身体的虐待 性的虐待

子どもへの性的行為、性的行為を

見せる、ポルノグラフィの被写体

にする など  

ネグレクト（養育の拒否）

食事を与えない、ひどく不潔なままにする、 

病気やけがをしても病院に連れて行かない

など

心理的虐待

言葉により脅かす、無視する、子

どもの目の前で家族に対して暴力

を振るう（DV） など 

お近くの児童相談所につながります。（24 時間 365 日通話料無料） 

〔相談窓口〕  

　●中央こども女性相談センター Tel(088)622-2205   ●南部こども女性相談センター Tel(0884)22-7130   

　●西部こども女性相談センター Tel(0883)53-3110   ●各市町村児童相談担当窓口       

は、「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」です
虐待されている子どもたちを、守ることができるのはあなたかもしれません

気になることがあったら、
「通告」してください

児童相談所虐待対応ダイヤル　189

　令和４年度に徳島県の児童相談所が対

応した虐待相談件数は1039件でした。

　また、令和３年度の児童虐待による死

亡事例は、全国で74件に及んでいます。 

 「しつけ」とは、子どもが社会の中で生きていくために必要な善悪や礼儀作法を教え自律に導くことです。

保護者は、子どもを一人の人間として感情や価値観を尊重し、暴力以外の方法によってしつけを行わなけれ

ばなりません。

　  「虐待」とは、保護者が子どもに行う行為で、子どもの心や体を傷つけたり、健全な成長や発達を損なう

行為をいい、体に直接危害を加える行為に限らず、子どもに対する不適切な関わり全てを含みます。

  保護者がいくら一生懸命で、子どもをかわいいと思っていても、「しつけ」のつもりであったとしても、

子どもにとって有害な行為であれば虐待です。 

児童虐待の現状 「しつけ」と「虐待」の違い

虐待の定義

殴る、蹴る、たたく、投げ落とす、激しく

揺さぶる、家の外に閉め出す、長時間正座

をさせる など 

　通告とは、「気になることを

相談すること」です。

　あなたの判断で「しつけの

限度を超えている」「子どもへ

の関わり方がおかしい」と感

じたら迷わず通告してください。誰が通告者かを知られることはあり

ません。保育所や学校に通っていない子どもが虐待されているとした

ら、それに気付き守ることができるのは、あなたかもしれません。 

オレンジリボンには
子ども虐待を防止するという
メッセージが込められています。

児童相談所
虐待対応
ダイヤル
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　長い夏がやっと終わり、急に冷え込んできまし
たが、体調を崩していませんか？感染対策をして、
短い秋を楽しみましょう！
　さて、今月のプレゼントは、四国化成さんの
洗濯槽クリーナー「WASHMANIA」２個セット
です。塩素のプロが
開発したクリーナー
とのことで、どんな
にきれいになるのか
使ってみたいですよ
ね！ 大 掃 除 に い か
がですか？ 15名様にプレゼントいたしますので
奮ってご応募ください。また、こちらの商品は、
ふるさと納税の返礼品にもなっております。

☆町の施策に関するアンケート☆
（Ｑ１）重点的に実施してほしいと考える施策があり
ますか？（複数回答可）

１．子育て支援（未就学児）
２．子育て支援（小中学生）
３．高齢者福祉　　４．障害者福祉
５．役場窓口のDX化　　６．道路整備　
７．公園整備　　８．公共施設整備
９．その他（自由記載）　　 10．なし

（Ｑ２）Q １の実施にあたり、財源確保のため削減し
てよいと考える施策を選択してください。（複数回答可）

１．子育て支援（未就学児）
２．子育て支援（小中学生）
３．高齢者福祉　　４．障害者福祉
５．役場窓口のDX化　　６．道路整備
７．公園整備　　８．公共施設整備
９．その他（自由記載）　　10．なし

北島町民限定！ ～読者プレゼント～

応募締切　11月30日㈭必着　※商品の発送をもって当選発表に代えさせていただきます。
応募方法　アンケートの回答と住所・氏名・年齢・電話番号を必ず記入の上、ご応募ください。
応 募 先
　はがき　住所　〒771−0285　北島町中村字上地23−１　北島町役場　総務課　宛て
　メールアドレス　kouhou＠kitajima.i-tokushima.jp
　電子申請ＵＲＬ　https://apply.e-tumo.jp/town-kitajima-u/offer/offerList_detail?tempSeq=10691
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ぶ
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な
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回
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地
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個
人
で
気
軽
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ツ
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楽
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る
運
動
会
に
変
更
さ
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た
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当
日
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早
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降
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心
配
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が
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の
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ま
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た
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地
区
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時
に
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参
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は
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な
か
っ
た
で
す
が
、

た
く
さ
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の
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を
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こ
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が
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の
で
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今
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ま
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が
る
町
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な
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ま
す
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町報フォトグラフィ
「北村・光福寺の大日祭」

江尻　永森　繁利

カメラ　オリンパスOMD-E MarkⅡ
レンズ　オリンパスM.ZUIKO DIGITAL 14-150mm
絞り値　F4.3
シャッター速度　1/15
ISO感度　1600

撮影
データ

　イチョウの木で知られる光福寺の境内で、今年４年ぶりの
「大日祭」が行われ、ささ連による阿波踊りで多くの親子連れ
が楽しんでいました。
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